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全国高等学校総合体育大会の開会式にあたり.ひ とことお祝いのことばを

申し述べます。スポーツが青少年の心身を鍛練し活動力を高めるために大き

な効果を有することはあらためて申すまでもありません。日本の将来を双肩

にになう青少年諸君が、日々の学業のかたわらスポーツに精進していかなる

困難にもうちかつことのできるたくましい体力と気力を養い、公正な精神と

美しい友情を育てるよう努力することはきわめて大切なことであります。

高等学校生徒の全[I」 的な競技会が昭和 38年度以降新しい構想のもとに 全

N高等学校体育大会として開催されるようになつてから今回はそύ膚3年目

にあたります。全国高校生 400万のうちから選ばれた約 2万の選手諸君がそ

れぞれの会場にあいつとい、たがいに時を同じくして日ごろ鍛えた力とわざを発揮することはまことに

壮観のきわみであり、本大会が高校生の体育の健全な進展にはたす役割の大きいことを思うとき真に力

強いものを感ずるのであります。とくにオリンピツク東京大会を契機として,わが国の体育スポーツ界

が一段と活気をおび、更にひろく厚いスポーツ青年層の育成と技術水準の向上をめざしつつあるときこ

の大会の意義はきわめて深ヽものがあります。

母校の名誉をになつて出場された選手諸君はスポーツマンンツプにのつとり、正 堂々々と競技を行な

いりつばな成績をあげられるよう希望します。

終りに臨み、 主催地をはじめ大会関係の皆さまがたのおほねおりに対して深く敬意を表し。今大会の

成功を祈つてお祝いのことばといたします。

千
'召

和 40年 7月 31H

文部大臣

中 村  梅  吉

東京オリンピツク大会も成功裡に終 り、国民に深い感銘を与えたのであり

ますが.同時にわれわれは、日本人の体力が世界各国の人々に比較してまだ

まだ劣つているのを目の前に見て、国民全体の体力をより幅広く、より強く

育てて行くことの必要性を痛感したのであります。

国民の念願する「体力づくり」の中核となるものは高等学校の生徒諸君で

あります。この時にあたり,大分県を中心に佐賀、長崎.熊本、宮崎.鹿児

島の各県にわたつて全国高等学校総合体育大会が盛大に開催されますことは

誠に意義深いことと思います。

来たるべきメキンコオリンピツク大会で活躍する選手の大半はおそらく諸

君の中から選ばれることでしよう。諸君の持つ、力と技と精神の鍛練の成果を本大会において、正しく

堂々と発揮 されて、国民の期待に答えてもらいたいものです。

終りに本大会の開催に際し、幾多の困難を排し、一方ならぬご協力を賜 りました関係各位のご好意に

対して、厚くお礼を中し上げると共に大会の成功を心から祈つてやみません。

全国高等学校体育連盟会長

田  中

拶
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競技は力なり…“̈ ……この力を十分に発

揮するために技が必要である。

磨かれた技、それを包む明朗な精神こそ

学徒スポーツであり、高体連の象徴であ

りたい。

三つのKは

Kraft(力 )Kunst(技 )Klarheit

(明朗なる精神 )の意味をもちその色彩

は若人の熱情を示 している。
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高 松 官 。同 妃 賜 杯

昭和40年度全国高等学校総合体育大会

第16回バ ドミン トン選手権大会

_ヽ′

V

主   催

主    管

後    援

(高 松 富 妃 杯 )

全 国 高 等 学 校 体 育

日 本 バ ド ミ ン ト ン

熊 本 県 教 育 委

熊 本 市 教 育 委

熊 本 県 高 等 学 校 体 育 連 盟

熊 本 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会

文 部 省 ・ 熊 本 県 ・ 熊 本 市

熊  本  県 体  育  協  会

熊 本 市 体 育 協 会

N        H        K

昭 和 40年 8月 2日 ～ 7日

盟

会

会

会

連

協

員

員

日

　

場

期

　

会 第一会場

第二会場

第二会場

第四会場

九 州 女 学 院 体 育 館

熊 本女子 大学体 育 館

県立第一高等学校体育館

尚 綱 学 園 体 育 館

し
″
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全 国高等学校体育連盟会長杯

(男 子 )

〆
t

■
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ヽ_′

8月 1日 (日 )午前 10時

″    午后 2時
″    午后 5時

″   午后 7時

常 任 委 員 会

主将及び代表者会

開   会  式

専 門 委 員 長 会

於熊本県福祉会館

於 同  上

於水前寺陸上競技場

於熊本県福社会館

特 設 電 話

場

場

場

場

会

会

会

会

一　
一
一　
〓
一
四

第

第

第

第

九 州 女 学 院 体 育館

熊 本 女 子 大 学 体 育 館

熊本第一高等 学校体育館

尚 綱 学 園 体 育 館

月雪|(66)3454

電 (66)3456

電 (52)5634

電 (66)3457

-7-

′′

ノ′

lト
●

訥

■
′
―

議

(女 子 )

業    △    ^
離 ヨ   コ嘔    ロ



目 次

全 国

全 国

全 国

高 体

日 本

九 州

学 校 総

学 校 体

学 校 体

歌 ………

ミ ン ト

ミ ン ト

育 大

盟 会

盟 の

会 会

盟 会

高

高

高

速

ノヾ

ノく

等

等

等

の

ド

ド

合

育

育

ン

ン

体

連

運

協

連

会 役 員 …

長 挨 拶 …

象 徴 … …

長 挨 拶 …

長 挨 拶 …

熊 本 県 バ ド ミン トン協 会 長 挨 拶・

熊 本 県知 事 挨 拶 ……………………………

熊 本 市 長 挨 拶………………… … ………

熊 本 県教 育 委員 長挨 拶・…

熊 本 県 高 体 連 会 長 挨 拶 …̈………… …

大 会 順 序 ……………………… ………………

大 会 役 員 … ………… …… …… ……… …

競 技 役 員 …… …

試 合 順 序 ……………… ………………………

男 子 団 体 戦 一 ……………………… ……

女 子 団 体 戦 ……………………………………

(複 )・

(″ )…

1

¨ ¨ ¨ -10

… … … 11

… … … 11

ヽ
…
′

12

13

■6

20

22

24

26

%

30

32

“36

37

38

39

41

42

43

44

46

47

49

51

53

54

55

70

・，

男 子 個 人 戦

女 子個 人 戦

男 子 個 人 戦

女 子個 人 戦

選 手 名 簿

′′

″

″

″

″

″

″

会 場 見 取 図

栄 光 の あ と

″

宿 舎 一 覧 表

案 内 図 ………

単 )¨ ―̈

″ )‐ ¨

男 )… …

′′ )¨
¨

″ )…・… …… … … …

″ )… ……… … …… …

″ )… ………… … … …

(女 〕…

(″ )… … … …

(″ )… …………

(団 体 の 部 )

(個 人 の 部 )

ヽ̈ ′
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挨    拶

九州で全国高等学校バドミントン選手権大会が開かれるのは、 1%0年 ,

久留米市に於いて開催されて以来. 5年振 り、 2度目のことであります。久
し振 りに大会旗が関門海峡をこえることになりました。

申すまでもなく近年日本のパドミントン界は世界のパ ドミントン界をして

瞳目せしめる発展をとげつつあります。

国内諸大会、数々の対外試合、外国遠征によつて著しい水準の向上をとげ
1964年 5月 には トマス杯争奪、男子バドミントン世界選手権大会のインター

プーンならびにチヤレンデラウンドを東京都体育館に迎えるまでになりました。
日本チームはアメリカ・ ゾーンに優勝して、 インターゾーンに進出し、チ

ヤレンシする機会こそ逸しましたが、列強に相互格の熱戦を挑み,大会後の個人戦においてダフルスに

優勝する迄になりました。

又、ユーバー杯争奪、女子世界選手権大会に代表を送ることを決定し、代表候補の合宿を重ねて、鋭
意これに備える現状であります。

然うして、これら躍進の源動力が高校学校選手諸君の精進、水準の向上にあることは申すまでもあり
ません。この意味から本大会の成果によせる全国の期待は大きいものがあります。

どうかアマチユアスポーツ精神にのつとり正 堂々々と戦つて下さい。

尚本大会開催のために日夜御尽力の労を賜つた地元関係者各位の御協力に対し,深甚の謝意を表した

いと存じます。

日本バドミントン協会会長

本  田  弘  敏

挨 拶

全国高校バ ドミントン選手権大会が関門海峡をこえるのは第 11回久留米大

会以来のことであります。

近年著しい進境を示して一躍世界の桧舞台に頭角を現わした日本のパドミ

ントンの水源ともいうべき高校生選手諸君の活躍が再度九州の地に展開され
ることになりました。

然も今回は昭和 40年度全国高校大会の一環として、高松宮の御台臨を得
て、第 16回の大会を迎えたわけであります。
九州の中央熊本で開催されますことは意義一しお深いものがあり、慶びに

たえません。心から歓迎申し上げると共に大会の成果を期待するものであり
ます。

九州バドミントン連盟会長

森     俊  雄

挨     拶

古来、新しい世界の創造の扉は,若い学徒諸君の強い体と、明せきな頭脳
によつて開かれております。この心身を啓培する最適の場はスポーツの世界
でありましよう。

バドミントンという素晴らしい競技に若人が情熱を傾けつくす、第 16回
全国高校の羽球の祭典が高松富の御台臨を得て、熊本の地に開催されること
は、地元協会会長としても、衆議院議員の一員として国の政治の一端を担う
ものとしても、慶びにたえません。
地元役員を督励して、運営に御協力申し上げる所存であります。選手並に

_ヽ′

関係各位の御協力と併せて、大会の円滑な進歩と、立派な成果を期待してお
ります。熊本の夏の暑さは又格別、各位の御健康と御活曜を祈ります。

熊本県バ ドミントン協会長
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若 い 力 に 期 待 す る

高松宮同妃両殿下台臨の下に、わが熊本において本大会が催されますこと

は、地元としてまことに本懐に存じます。

わが国民の体位が.戦後著しく向上したことは事実でありますが、昨年催

されました東京五輪大会で、日本選手の体位が列国に比してなお相当の遜色

あることも認めざるを得ませんでした。本大会は,勿論体位の向上のみを目

的とするものではありますまい。体育を通じて心身を練磨するところにある

と思うのであります。そうした意味におきまして、わが国の青少年層を代表

する皆さんの若い力に期待し、本大会が意義深く終始することを心からお祈りするものであります。

熊本県知事

寺  本 広  作

挨 拶

V

ヽ_′

じ

先きのオリンピツク東京大会は、大きな成果と共に,多 くの教訓をも残し

ました。例えば、若さへの期待、 トレーニングの強化や、これに耐え抜 く体

力と根性:或はチームワーク等.いるいるの面に考えさせられる処が多かつ

たのであります。

このたび、高松宮両殿下の台臨の下に,全国高等学校総合体育大会熊本大

会が開催されるに当り,こ うした教訓を充分感得し、対処されたであるう選

手諸君が,日頃修練の自信の技とチームワークを各種目に生かして,正 堂々

々.若いスポーツマンの意気と熱を以て,栄冠めざして健斗されんことを期待してやみません。

熊本市長

石 繁
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挨

このたび、昭和 40年度全国高等学校総合体育大会を大分県を中心 に九州
の地に迎え、本県においても柔道.′ ドヽミントンおよびハンドボールの三種

目の競技が開催されますことは、地元教育委員会としまして大きな喜びを感
じますとともに、激しい予選を勝ち抜さ各都道府県の代表として参加 されま
した選手の皆様に心から歓迎のお言葉を申し上げます。

オリンピツク東京大会の終了後、日本人の体力の向上が叫ばれ、スポーッ

の振興や栄養の改善などが検討されております。 このようなとき若人の祭
典である本大会が開催されますことは、青少年の体力向上やスポーツの振興

の上から極めて意義深いものがあると思います。

選手諸君、日頃練磨されましたわざと力、そして精神力をじゆうぶん発揮され.母校の名誉と郷土の
声援にこたえるよう頑張つてください。

最後にこの大会の開催について御尽力いただぃた役員の方々に対して感謝の意を表します。

熊本県教育委員長

水  上 長  吉

歓 迎 の 言 葉

昭和 40年度全国高等学校総合体育大会として、高松富同妃殿下の御臨場
を恭うし,柔道、ハンドボール.バ ドミントンの選手権大会が、わが熊本で

開催さるることとなり、若さと情熱にあふれる三千に余る全国の精鋭諸君を
迎えますことは,ゎれわれとして真に嬉しいことであり。責任の重大を痛感
する次第であります。

由来熊本は噴煙天に沖する大阿蘇や、不知火燃ゆる有明海に象徴さるる火
の国であります。時しも 熱炎署の硼でありますが,諸君は日頃鍛鎮された

拶

`

技と力.さ らに青年の意気をもつて、母校と郷土の名誉のため,又日本の将
来を荷う若人の誇りをもつて、終始フエァプレーの精神に徹し、堅志敢聞されんことを祈つてやみませ
ん。尚本大会開催に当り深い御理解と御協力を賜りました関係各位並に大会役員の方々に衷心より御礼
申し上げ歓迎の辞と致します。

熊本県高等学校体育連盟会長

上  村  正
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大  会  順  序

開  会  式   (3月 1日 午後 5時)  於 水前寺陸上競技場

1開 式 通 告

2選 手 入 場

3開 会 宣 言

4 国旗.高体連旗掲揚

5 賜杯並に優勝杯返還

6大 会 会 長 挨 拶

高 松 富 お 言 葉

7祝     詞 熊本県知事        寺

熊本県会議長

熊本市長         石

三種目代表

日本バドミントン協会長  本

熊本県高等学校体育連盟会長  上8歓 迎 の こ と ば

9選 手 代 表 宣 言

11 閉  式  通  告

本
　
　
坂
　
　
田

村

作
　
　
繁
　
　
敏

敏

ヽ¨′

ヽ

広

技

(8月 2「l午前 8時 30分より)第 1.2. 3. 4会 場 (団 体 戦)

(3月 3日午前 8時 30分より)第 1、 3会場    (団  体 戦)

(8月 4日午前 9時 より   )第 1会場 (団体戦及び団体戦表彰式)

(8月 5「1年前 8時 30分より)第 1、 2.3.4会 場 (個 人 戦 複)

(8月 6日 午前 8時 30分より)第 1.2、 3.4会場 (個 人 戦 単)

(3月 7日 午前 9時より  )第 1会場      (個 人戦複単)

(8月 7日 午後 1時 より) 於 第 1会場

弘

正

ii
兄兄

第 lH

第 2日

第 3日

第 4日

第 5[1

第 6日

國ヨ  ′ゝ  =t
la]  =   _■ 、

1開 式 通 告

2 役 員選 手入場

3成 績 発 表

4表    評

5審 判 長 講 評

6 大会会長挨 拶

7 国旗、高体連旗、協会旗降納

8閉 会 宣 言

9閉 式 通 告

10選 手 退 場
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中

星

岩

碇

岩

松

之

雄

郎

雄

彦

二

文

一

義

俊

太

琴

和

三

敏

洋

田

木

島

山

上

田

田

本

谷

丸

々

川

田

川

玉

坂

村

尾

森

村

里

根

田

川

村

岡

沢

島

坂

大

鶴

佐

栗

池

山

児

平

西

西

有

中

尾

山

増

宮

松

丸

金

寺

早

綿

田

下

賀

高

中

栗

瀬

村

島
一
良

木

本

田
　
　
田

山

日

本

部

倉

藤

山

古

小

日

小

余

野

小

相

平

岡

竹

桂

沢

右

内

種

服

高

二

実

健

作

造

樹

巌

嗣

篤

郎

郎

三

敏

夫

義

蔵

勉

男

正

芳

修

雄

賢

　

　

林

藤

俊

　

貞

　

四

三

禎

　

正

信

貞

　

光

豊

松

　

常

田

木

村

谷

川

塚

田

川

山

田

田

　

地

見

住

島

　

田

田

井

木

星

角

荒

飯

金

前

員

千

下

中

島

柴

西

福

深

魚

牧

境

鶴

秋

上

荒

赤

与参

鮮一郎

実

勉

光之助

次

賢

男

有

人

”

彦
美

夫

成

正

俊

徳

　

義

　

松

正

暢

隆

ヽ‥′

郎

郎
敷
な

貫 鉄

大古閑 純 一

日 中 正 行
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田

中

村

田

岡

田

　

井

下

本

　

田

村

本

田

田

永

村

広

韓

奥

岩

興

森

藤

上



蔵

八

雄

也

雄

等

勉

市

男

勝

証

寅

晃

貞

　

　

仙

又

元

嶋

宗

宇

田

重

本

池

坂

西

高

由

上

広

森

鴻

岡

一
勝

雄

進

正

義

男

松

隆

俊

　

静

　

　

仲

辰

菊

清

永

原

上

藤

添

村

田

西

上

松

中

井

斉

川

田

多

今

池

磨

雄

雄

良

射

清

次

好

雄

康

盛

藤

浩

直

　

元

治

親

原

西

田

原

村

井

野

口

田

中

小

宮

三

北

平

東

坂

平

俊

雄

平

郎

男

一
仁

任

邦

公

贅

逸

謙

　

童

永

田

野

川

原

中

藤

野

宮

吉

浦

深

木

田

江

水

男

信

道

之

正

夫

男

三

俊

正

孝

千

賢

哲

寿

栄

村

次

川

田

島

時

田

田

今

末

硲

八

光

伊

仲

川

楽

友

田

藤

越

大 会委 員 長

大会副委員長

大 会 委 員 田 中

井 上

運:田

栗 田

喜多村

中 村

喜多村

中 島

築 田

石 原

斉 川

安 井

安 楽

伊 沢

内多小

松 尾

倉 光

森 部

高 倉

内 藤

義  雄

末  夫

徳 兵 衛

義  次

基  記

宝  輔

康 清

九 _

完 利

秋 生

良 一

定 二

良 一

桂 介

智 行

清 光

俊 明

健 夫

末 夫

三 郎

五 郎

良 行

忠 雄

光 雄

正 治

安 雄

兼 子

森 山

清 田

中 村

上 田

西 下

古 閑

片 岡

工 藤

′ヽ森田

宮 越

篠 塚

河 辺

谷

飯 田

山 本

石 原

三 原

五十嵐

吹 田

志賀美

淑 治

富 男

直

華 人

亀 雄

芳 人

弘

賢 一

睦 代

龍 r`

芳 ど
′

亭

亮

良 信

博

幸 雄

邦 吾

正 信

修 一

全国高等学校体育連盟 パ ドミン トン部部長  森

全国高等学校体育連盟パ ドミン トン部副部長  安

日 本 パ ド ミ ン ト ン 協 会 理 事 長  森

熊 本 市 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長  藤

熊 本 県 パ ド ミ ン ト ン協 会 理 事 長  伊

熊 本 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 理 事 長  り‖

中 村 忠 敏 平 田 邦 治 牧 野  毅

上 野 健 治  吉 九 寿 夫  川 野 衡 平

竹 田 松 彦  平 島 喜久雄  小 松 才 喜

鶴 田 英 基 益 永 義 忠 石 黒 寅 二

益 田  想 北 川  浩 益 田 利 安

前 田  孝  ′]協調 広 雄 西 本 隆 次

南  直 治 本 郷 節 生  電 中 興 之

奥 村 末 夫  今 村 敏 夫 江 藤 幹 次

太 田 郁 夫 木 原 雄 治 岩 永 正 人

宇 土 輝 彦  宍 戸 幸 一 師 井 憲 治

重 武  忠  小 林 純 幸 森  正 三

砂子田 智 堅  中 山 三 郎 松 良 宣 三

松 本 弘 充  萩 原 房 夫 五十里 光 秋

井 上 修 吾  藤 江  稔  永 田 尭 澄

伊 豆  晃  和 国 圭 喜 矢 部 庄 吾

勝 矢 文 夫 金 田 赴 夫 木 阪  登

岸  研 一 河 合  満 森  嘉 吉

庄 井 政 雄  穐 山 正 雄  中 川 膳 清

山 本 八 郎 佐 藤 吉 之  別 府  昭

川 端 昇 市  小 宮 淳 宏 秋 元 信 一

ヽ_′
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今 井  光

塩 川  甫

兵 藤 昌 彦

河 合  満

伊 藤  和

工 藤 賢 一

川 越 宝 輔

大久保 研 二

金 光 俊 嘉

山 田 雅 臣

貴 島 隆 之

藤 枝 昭 俊

宮 川 美 代

春 野 純 子

橋 本 智 徳

酒 見 邦 靖

喜多村 良 一

東 野 元 次

相 場

伊 藤

森 本

和 田

松 崎

清 一

浩 二

一 雄

寿

富士雄

毛 利

無 谷

橋 本

松 本

太 田

清 志

重四郎

角 市

孝 一

英 範

市 場 智
=郎

小 飼 栄 一

渡 辺 成 雄

宮 本 俊 明

福 田  貢

伊 藤 基 記

松 本 弘 充

山 本 邦 雄

宮 本 英 記

美 並  宏

式 典 委 員

総 務委 員長

総務副委員長

総務副委員長

、 8務 委 員

ヽノ

会 計 委 員

宿泊輸送委員

救 護 委 員

栗 田

大 杉

山 田

山 中

益 永

山 根

箕 輪

田 代

山 下

佐 藤

片 岡

小森田

秋 生

五 郎

長 治

謙

和 哉

康 英

三代子

和 美

洋 二

正 雄

弘

睦 代

元 田

永 田

真 野

福 岡

井 上

兼 子

石 原

青 木

中 津

上 村

山 形

藤 木

敦 海

幹 行

道 雄

勲

元 二

志賀1美

清 光

万 里

海真一

正 義

利 孝

京 子

太 田

鶴 田

佐 野

益 田

吉 丸

西 下

沼 川

師 井

川 野

桑 野

宇 土

佐 木々

郁 天

勝 次

雄 二

修 一

春 夫

亀 雄

ヒ ロ子

憲 治

衡 平

スミエ

輝 彦

裕 道

木 原

岡 田

武 田

日 本

井 上

坂 ロ

エ 藤

太 田

梅 本

寺 内

桑 原

雄 治

儀

丑 生

教 雄

慶 一

英 三

牧 子

郁 夫

一 喜

邦 子

樹: 立

石 原 清 光  川 野 衡 平

中 島 桂 介

金 光  寛 江 頭 幹 治

益 田   隷

市  島

南   直 治

西 日 早智子

今 村 敏 男

河 北 峯 子

山 下 富 市

智三郎
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益 田 八重子

熊本県高等学校体育連盟 ′(ド ミン トン部 長

日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 常 務 理 事

熊本県高等学校体育連盟パ ドミン トン専門委員

喜多村 良 一 日 中 興 之  山 形 利 孝

西 岡 スイ子  梅 川  正 宮 津 日出夫

村 上 昭 雄

西 本 隆 次  上 田 幸 人  伊 時 哲 夫

松 崎 富士雄

工 藤 賢 一  岩 永 正 人  1喜多村 良 一

坂 元 勝 蔵 高 宗 寛 雄 福 地  敏

前 田  堅  上 田 華 人

兼 子 志賀美 井 上 元 二 寺 尾 ミ ′

県市観光課員  南

接 待 委 員



競 技 役 員

三 原 邦 吾  山 本 八 郎  本 郷 節 生

(第 2会場 )  (第 3会場 )  (第 4会場 )

西 日 早智子  山 形 利 孝 河 北 尋 子

宮 本 英 記 松 本 孝 一 官 部 展 敬

伊 藤  和 徳 永 スミ子  川 口 かはる

片 山 敏 勇  堀  一 茂 西 岡 孝 一

中 島 洋 一 寺 田 武 継 伊 藤 エイ子

奥 田 辰 光  松 本  忠  菊 池 郁 代

小早川 浩 子  大 坪 雅 子  山 本 弘 子

鶴 田 和 子  塩 津 律 子  坂 上 豊 美

熊本短大  信愛女学院  九州女学院各学生及び生徒

永 松 倫 子

岩 永 正 人

＾
　

・，

競 技 役 員長

競 技 委 員 長

競技副委員長

競 技 委 員

(会場主任 )

進  行  係

記 録 報 導 係

川 端 昇 市

伊 沢 三 郎

和 田  孝

(第 1会場 )

今 村 敏 男

岩 永 正 人

山 下 浩 美

福 田  貢

沢 田 昭 臣

小 坂 千鶴子

宮 崎 洋 子

山 下 恵 子

熊本女子大学

南   喜久子

今 井   光

松 崎 富士雄

.:./ I I tv ff.

仁

明 雄

安 隆

紘 一

祐 吉

亭

亮

洋 祐

兼 三

ふさ子

清 志

邦 吾

赤 川

佐 藤

今 江

松 本

岡 村

田 村

伊 村

阿 部

河原山

佐 藤

大 北

今 村

賢 二

弘 次

孝 行

弘 充

英 男

博

隆

一 佳

晴 夫

茂 雄

哲 也

正 道

森

山 内

井 上

遠 井

杉 田

岡 崎

安 田

不 破

岩 佐

上 山

長 島

平 木

健 二

裕

稔 男

博

恵 三

忠 矩

祐

健 一

陽一郎

義 弘

武 美

生田目

五十里

小 栗

松 本

杉 田

中 田

長谷川

ハ1上

北  方

佐 藤

ヽ_′

子

秋

明

子

子

稔

衛

V
博

・，

接  待  係

救  護  係

審  判 長

副 審 判 長

審  判  員 (参加校付添審判員 )

小 林 純 華  三 宅

市 川 和 司  日 景

三 上 雅 司  脇 坂

計 嵐 隆 二 渡 部

美 川 雅 寛 橋 爪

滝  一 郎  河 辺

永 田 秀 澄  谷

山 田  憲  伊 藤

桶 沢 寛 治 江 尻

原  紀 征 花 房

岩 井 由 治 毛 利

石 丸 良 男  三 原

正 洋

光

宣

昭

良

洋

雄

之

正
　
元

山

原

穐
　
石
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審  判 員  (地元審判員 )

自 都 展 敬 大 田 英 範 西 岡 弘 ―

平 川 勝 征 近 藤 龍 彦 古 閑 邦 俊

藤 山 光 雄  本 田  浩  梅 本 博 昭

小 田  勇 喜多村  厚 松 岡  晃

平 野  滋 官 川 洗 平 吉 田 仁 爾

大 坪 健 治  美 並  宏  尾 山 率太郎

上 林 治 利  山 中 昭 夫  武 田 治 平

松 永  康  川 上 繁 男 村 上  平

榎  重 員」 吉 村 竹 喜  西 村 該 一

東  春 義 有 田 ― 雄 角 田  淳

山之内 種 一 坂 村 敏 夫 宮 本 義 盛

岩 永 正 人  福 田  貫  山 本 伍一郎

家 入 明 郎  松 崎 富士雄  井 上 敏 一

柳 原 時 雄 石 田 勝 行 後 藤 田 義

梅 崎  最  小 田 金 光  藤 沢 郁 夫

縮 本 純 雄  田 河 辰 彦  沢 田 昭 臣

野々口 清 介  西 田 寿 明  山 田  隆

遠 藤 英 治 前 田  菫  前 川  昇

吉 良 悠 一 松 本  忠  中 原 正 敏

藩 合 為 一 新 美 吉 武 橋 本 太 郎

林  順 子  大 坪 雅 子  飽 本 世量子

古 庄 紀 代  中 山 洋 子  小早り‖ 浩 子

小 本 弘 子 伊 藤 エイ子 蒲 池 郁 代

伊 藤  和  西 山 悦 子  高 塚 諄 子

宮 崎 洋 子 集 柴 正 子  ● 田 和 子

中 島 洋 一 奥 田 展 光 寺 田 武 継

吉 田 信 之  官 原 秀 三 木 村 光 彦

今 野 ● 昭 福 丸 卓 爾 金 子  武
審  (第 1会場 )  (第 2会場 )  (第 3会場 )

九州女学院  女子商業高校  第 一 高 校

信愛女 学院  中 央 高 校 熊 本 高 校

市 立 高 校  熊 女 子 大 学  付 属 高 校

菊 池 高 校       字 土 高 校

熊  商 大       熊 商 大

(上記 )各学校パ トミントン部員

宮 本 英 記

芦 原 健 身

森 川 民 生

松 本 孝 ―

布 田 竜 佑

=子
石 千 文

土 山  操

小 山   淳

内 村  徹

藤 山 利 治

川 上 英 一

田 代 喜久男

大 窪 健 輔

小 幡 武 夫

川 井 国 男

田 中  護

富 田  港

荒 川 祥 三

徳 田 輝 彦

穴 見 水 心

山 下 恵 子

川 口 はるか

小 田 信 子

徳 永 澄 子

堀  一 成

元 重 国 博

箱 島 雅 昌

(第 4会場 )

尚 綱 高 校

熊 商 高 校

熊本商大及短大
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西 岡 一 造

工 藤 勇 参

安 武  浩

平古場  晃

上 村 邦 紀

村 上 義 雄

広 田 真 也

松 本 孝 一

林  茂 美

豊 田 昭 典

田 端 正 勝

大 森 協 一

寺 脇 一 孝

久連松 昭二郎

緒 方 敬 一

平 崎 鎮 夫

清 永 誠 行

宮 本 俊 明

古 井 博 幸

松 浦 一 郎

塩 津 律 子

小 坂 載 子

坂 上 豊 美

山 下 浩 美

片 山 敏 勇

秋 山 精 一

上野町 和 宏
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■
.EL(252)o241～ 3

東京店 東京 都千代 田区外神田5-6-4
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(耐 火金 庫 )
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株式
会社

[
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“
″'^ヽし

ン ^ヽ
ロ 金  庫

熊 本市手取 本町 5-21(下 通 り)

電話 04688・ 4689

-19-

1000度 に 2時 間 の 耐 火 力

東南アジアにいよいよ進出、好評の
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熊本女子

ア

月

日
会  場

弟 会  場

九州女学院体育館

|

1 2 3 4 5

0.T4 (1.T5

6 7 8

第 1日
8サ 1211

8:3r)～ 11:00
11:30 - 14:00
14:30～  17:00

0.T2
23

(1.′「 3
17

G.T6 (1.T9 G.T10
15 18 7

20 21

33

8

22

0.T37

13 25
14 16 19 29 24

ヽ″■
8:30～  11:00

第 2日

8∫1311

11:30～  14:00
13:00～  15:30
14:30～  17:00
9 00 11:30

第3日
8り 1411

12:30～  15:00
15:00～  16:00

30 31

G.り
｀39

32

34 35 (1.T36
(1_′ I｀ 38

(1.′r40 (1.T41
42 (1.T43 44 B. 45

45 44 47 46

|

8:30 ～ 9::20
9:20～  10:10

1 0:10～  11:00
11:00～  11:5

13:30

第4日 13: 14:20
14:20～  15:10
1

15:30～ 6:20
5:50～ 16:40

16:40～ 1 :30
8∫ 151〕 17:00～ 17:50

0.Dl (1.D2 G.1)3 _‐⊇上
10

0.D5 0. 6
11 12

14

(1.D16 G.D17
8 9 20 21

25 27 28 13 45 46
26 31 34 29 30 32 50 52
33 35 36 37 38 40 51 55

5 39

58 59 60
43 44 67

61 62

64 65

63 69 70

66

73  1 ~74 75 79
76 78

81

82 83 84

8:30～  9:20
9:20～  10:10
10110～ 11:00
11:00～

|

「 11:50 ～ 12: 0

第5日 12:40～  13:30

14:20～ 15:10
14:40～  15:30
15:30～  16:20
1 :5 ～ 16:40
16:40～ 17:30

8 611 17:00～  17:

().S l

7

c}. s 2 Cl.s 3 (1.S4 6.S5 G.S6 (1.S17 G.S18
8  1    9 10 11 12 21

26

27
」3

28 13

34 | 29
35 36

43 41

14 15

30 1

16
32

46

51

37 38 39 52
40 42 44

62 “

68
7158 59 61

65

63 70

64 66 67
74 75 80

| 76 77 78 79
82

83 84 85

第 6日

8月 711

9:00～ 10:00 G.1)85 G.D86 B.D90 (1)会場に■着したら進
行係に届け出ること

(a定刻∞分前までに
オーダー‐難 口)こ と

10:00～ 11:(X)

11:00～ 12:00
G.S86 (:l.S87 B.S89 B.S 90

|

G.D88 0.D87 B.D92 3.I)91
12:00～ 13:00
13:00～

G.S89 (1.S881 B.S92 B.S91
閉 式

-20-

弔

時間 
｀``

｀
、

ト
0.Tl

15

|

―

十

42

」

41

77

53

60

B.D89



|1贋

大体育館

9

―――――■―――

18 19

3

47
9

53 54

68

23
,8 25

50

4 55

(3)定刻におくれた場合は棄権とみなします。
(4)rゴ 7■.コート及び試合時間を変更する場合もあります

ので進行係のアナウンスに御注意下さい。

序

9

女
女
女

Ｔ

Ｄ

Ｓ

Ｏ

Ｇ

Ｇ

錮 琳
rダ'ル

ス

子シングルス

B_T男 子]3体
B.D男子ダフルス

B.S男子シングルス

第 四 会 場

10 11 18 19

尚細高校体育館

17

熊本第一高校体育館

12 13

32

第
+曰
″易

△
7=

15

B.T4 B.T5

16
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14 15 28 29
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36 ~~~~―
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11 12 24 25
16 17

22 23

49  1  26 27 28

2L」二 31
13

32

8 9
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10

34     35 50 51 52
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男 子 団 体 戦 (47チーム)

1富 山 商 業

2小 松 原 高

3神  戸  高

4札 幌 商 業

5備  前  高

6吉 原 工 業

7土 浦 一 高

8富 城 工 業

9高 松 商 業

10長 崎 東 高

11 関東1学院六浦高

12 」し 越 商 業

13専 修大北上高

14鳥 取 西 高

15 熊  本  高

16 桐生市立商業

17長 浜 商 工

18岐 阜 東 高

19高 知 商 業

20正  強  高

21日 田 林 工

22 津  幡  高

a聖 学 院 高

(富  山

∽

鋲

(岡  山

G争  岡)

骸

G 励

幡  り|

帳  Q

(神 奈 り|

(新

(岩

嶋  恥

館場

鮮

磁

破

縞

條

伏  〕

箔  川

°  32

24 3

8

6   ′

9

25
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26_3
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7

24
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■1
‐

`V

32

33

34

“
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“

39

40

41v

42

43

44
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47

日 大 山 形 高 (山  形)

高 (京 19

諏 訪 清 陵 高 (長  ]の

__日 和 佐 高 (徳 島)

松 江 北 高 (島 根)

東 奥 義 塾 (青 森)

商大附高 頓場 本)

10

川 工 業⊂ D

3 1

17

18

19

0

メ

g

33

2

40

3
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3

4

0

ρ
）

／ 〕 3
0

42
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P 冨
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ふ
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「
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3

0

44

3

43

11

0

12

0

15

45

字都 宮 工 業 (栃  木)

旭 り11北 高 0日麟詞∋

高 岡 商 業 (富 山)

甲 府 商 業 (山 JD

会 津 工 業 (福  島)

敦  賀  高 (福  井)

宮  高 (和 歌 山)

名古屋電気工業 (愛  知)

明  善  高 (福  岡)

松 山 東 高 (愛 媛)

高  津  高 (大  ID

木 更 津 高 (千  葉)

中 木 野 高 (鹿 児 島)

柳 井 商 工 (山  口)

秋田経大附高 (秋  田)
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女 子 団 体 戦 (45チ ーム)

3

1故 愛 学 口 高 (秋  田)

2松江市立女高 (島  根 )

3諏 訪 二 案 高 (長  野 )

4桐 生 女 高 (群  馬 )

5札 幌 北 斗 高 (南ヨ踊譴 )

6吉  原  高(静  岡 )

7九 州 女 学 院 (熊  本 )

8高知 丸の 預́:(高  知 )

9‖ l口 女 高 (埼  玉 )

10盛岡自百合学獨 (岩  手 )

11成 安 女 高 (京  都 )

12山 陽 女 高 (岡  山)

13木 更津 東 高(千  葉 )

14青 春 商 業 (青  森 )

15藤  花  高 (石  り‖)

16帝 塚 山 高 (奈  良)

17門 司 商 菜 (福  岡)

18松 山 商 業 (愛  援 )

19り |1 内 高 (鹿 児島 )

"耐
 久  高 (和 歌 山)

21磐 城 女 高 (福  島 )

22山 梨 英 和 高 (山  梨 )

"高
蔵 女 商 業 (愛  知 )

善 通寺 一 高く香  川)24

武  生  高 (福  井)25

昭 和 女 高 (大 分)26

伊 勢 原 高 (神 奈川)27

徳  山  高 (山  口)28

彦 根 西 高 (滋 賀)"

1

14

15

^16

,

43

8

9

10

11

8

12

0

ゴ 22

,

0

40

24、

∫0

S 38

2

7

34

2
ノ

2

2

3

35
0
σ

高 岡 商 業 (富 山 )30
ヽ_′

活  水  高 (長  崎)31

亀  山  高(三  重)32

尚綱女学院高 (官  城 )33

岡 女 高 (栃 木 )34

新 潟 青 陵 高 (新  潟 )35

秋 田 南 高 (秋  田)36

芽  室  高 (1日 t菊饉 )37

熊本信愛女 高〈熊  本)38

石 岡 第 二 高 (茨  城 )39

戸 野 田 高 (兵  庫 )4
V

田 女 高 (岐  阜 )41

倉 吉 西 高く鳥  取 )42

新 庄 南 高 (山  形 )43

淑 徳 学 園 高 (東  京 )44
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新しい材料から
こころよぃ打球感を生んだ
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東 京 営 業



勘

勘

励

勤

励

勘

齢

勤

Ｄ

Ｄ

勤

勤

勘

翔

勘

お

詢

勘

⊃

諭

勘

勤

勘

勘

∋

勤

勤

ｍ

勘

勤

斡
，

商

院

付

工

工

工

東

商

商

陵肩D

東

津

商

エ

原

商

ェ

賀

商

商

電

は

姉

体

Ｇ

級

σ

α

船

“

鞠

い

●

α

彼

償

輛
０

は

伸

御

吐

償

眺

鯉

∝

徐

Ｃ

Ｇ

“

硼

“

償

浜

間

島

本

木

津

本

辺

菌

添

田

田

島

橋

田

中

永

屋

田

福

山

村

尾

原

岡

県

理

清

池

土

大

気

善

阜

更

城

訪

山

松

幌

前

須

松

官

浦

沢

木

井

浦

越

学

津

敷

”
”

―

衡

梵

野

部

本

46

西

渡

前

河

富

平

中

本

方

田

口

辺

島

野

田

田

松

長

吉

津

田

野

平

菅

藤

野

田

田

種

原

山

村

金
日

千

橋

野

松

藤

沼

浅

武

山

市

福
山

宮

高

鶴

宮

森

鈴

関
林
藤
藤
琳
前
井

好

中

戸

原

藤

野

本

田

原

口

葉

松

尾

雁

近

伊

佐

酒

三

谷

辻

石

渡

児

松

本

高

森

藤

,
８

９

０

１

２

３

４

５

６

４

４

５

５

５

５

５

５

５

ヽイ

４

５

　

，
６

６

６

６

68
９

０

１

２

３

４

５

６

７

７

７

７

７

７

１

２

３

４

５

６

７

８

９

８

８

８

８

８

８

８

８

８

勤
勘
勘
詢
勤
勘
勘
⊃
勘

』
野
諌
繭
に
融
橋
琳
北

輛
伏
愴
僻
仰
件
“
０
餡

塚
若
倉
田
沼
田
上
藤
木

定

住

小

藤

連

太

井

伊

藤

橋

本

林

松

手

村

本

本

田

ワ

山 (岐 阜 工

水 o望 学 院

藤 (会 津 工 業
°
61
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(盛 岡 市 高)50

(札 幌 北 斗)51

(吉  療  高)52

(真 岡 女 ,D53

(角 田 女 高)54

(活  水 高 )55

(帝 塚 山 高)56

(布 施 女 静 68

(宇 治 山田 高)69

(扇  城  励 70

(山 梨 英和 高)71

(七  尾  印 72

(新 潟 中央 高)82

(熊 本 信 愛)83

(二 階 堂 高)84

(高 蔵女商業)85

(石岡第二高)86

1才脇 妙子 (布 施 女 高

2蒲池小夜子 (昭 和 女 高 )

3新井真知子 (山 梨共和高 )

4叶内瑠美子 (山 形 城北高 )

5川西 淑子 (宇 治山 田高 )

6松井 治美 (高 岡 商 業 )

7片桐 澄江 (神 戸野田高

8竹下 隆子 (九 州 女学院 )

9内田 淑子 (松 江 商 業 )

lo津村 晴美 (芽  室 高

11岡 田 仁子 (南 斉 飾 高

12永井

13古賀

14■沢

15山崎

栄子 (松 山 南 高 )

幸子 (門 司 商 業

17市村 けい (石 岡第二 高

18浦口 恵子 (山 陽女子 高

桂子 (長 野 西 高う

孝子 (盤城女子 高 )

7

68

B
7

79  2
8

69 2
上川

9 高木
R

松 本

原 正江

稲葉 良子 (富 田 女 高)57

三好美技子 (松 山 商 業)58

木下美津子 (下 関 南 高)59

江野沢美知子(本 更 津 高)60

内野美保子 (九州 女学院)61

山田 路子 (高 岡 女 高)62

黒崎

(羽 後  静 63

(前 橋 市女 高)64

(神 戸 野 田 高)65

(諏 訪二 葉 高)66

(成 安 女 高)67

1

3

4

5

)

)

5

0 2

ス2

近藤 光校

岡嶋 悦子

小笠原伸子

石川 明子

藤井千鶴子

87

~ 20

21

22

23

2
25

26

27

郷

29

30

31

加藤 裕子 (高 蔵

松本 光子 (桐 生

福六 晴美 (郡 覇

工藤 洋子 (敬 愛

商

高

業

園

女

女

商

学

6

子

子

子

子

美

洋

鶴

恵

し

直

田
　
　
と

並
旋
え
歿

2
2

0
2 8 7

福田由美子 (札 幌 北 斗 )

福永みよ子 (彦 根 西 高 )

鈴木 雅子 (関 東 大 浦 高

岸本 邦子 (高  森 高 )

山本 真江 (善 通寺一高 )

久保田子重子 (吉  原  高)

米内 久子 (八 戸 東 高)

松田つな子 (九 州 女学院

32左尾 一美 (藤  花 高

33松宅 志津 (成 安 女 高

34上野 明美 (真 岡 女 高

35小原 敏子 (尚 綱女 学院 )

0ノ

"♂

2
1

2

舛
筒井百合子 (門 司 商 :業,73

倉光ゆう子 (倉 吉 西 印 74

長嶋 礼子 (川 越 女 1印 75

`ヽ

」寿卜__:|モ燿曇__(|デも
_“石卜・‐l夕す-7罰産16

三上 悦子 (青 森 商 ∋ 77

藤森 元子 (芽 室 勘 78

=上覚津美 (彦  根 高)79

玉那覇美恵子釧ζ覇 商 業)80

遠藤 幹子 (新 庄 南 高)81

2
7

9 1

b 53

0

0

22

7

8

2 2

36尾熊 丈子 (川 |口 女 高

37石田 裕子 (倉 吉 西 高

38浜田美穂子 (川  内 高

2

54ク

56

57'

39高橋 葉子 (富 田 女

40小池美代子 (新 潟青陵高

黒沢尻 南高 )

渋谷 文代

佐藤 安美

水野小夜子

磯部 桂子

藤井 恭子41斎藤真喜子 (

42村田真智子 (

43林  芳子 (

44池田あや子 (

45上野 よし子 (

土 佐 女 高

活 水 女 高

木 更 津 高

7

松崎セイ子 (盤 城 女子 高)88

湯木 博江 (山 陽 女子 高)89

天 理  高
2

0 )「証y

オ ハ
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県名 1  学 校 名

旭 川1 」ヒ 高

選 手 名 簿 (男 子 )

選 手 名 (氏名の算用数字は学年、学年に○印は個人戦

伊井 福美 3 菅野 喜晴 3 池田 新世 3 飯塚弘司 3

海

道

」ヒ

有沢

赤川

三宅

′1ヽ林

武寿

賢二

仁

純幸

大倉 健司2 入谷 敏雄 1 水谷 恵司 1

■村 徳光 2

高野 幹男3 吉田 康弘 3

大竹 憲-3 伊藤 哲夫 2

佐藤 博丈④ 富島 光夫O 加賀谷裕-3 広田

小林 一也 3 東  政丈 2 野上 次男 2

大野  洋 3 青山 幸敏 3

守田勝太郎 3

帯 広

旭 川

帯 広 三

高

高

高

農

東

条

光
夫
議

一二

修

一縄
　
正
　
．

井
下
川

河
口
石

業商幌〓
Ｔ 稔 3

対馬 光久 3 伊藤  進 3 佐藤 光伸 2

藤田  涎○ 神  純考 2

森本 武夫 3

小山内丈行 3

札 幌 工 業 森

函 館 ■ 部 高 三智

東 奥 義 塾 高 市川
日影
須藤

木村

佐藤

和司
明雄
興豊

常則

弘次

工藤

佐藤

小野

和田

考一〇

和夫 2

漕-3

義忠 3

青

　

森 弘 前 工 業

浪  岡  高

■ ― ― 且
秋 1愁

日
1彗済大

=1沢
井 芳夫 161千 種 友己〇 小野 玲穂③ 三浦 健一〇 菅原 良雄○

百
11」

 疇  綺
1勝田  裕 |  1鎌 田 幹彦3 住吉 一男3

――――トーーーーー _ L___

41伊藤

31千葉

21高橋

11高機

1
専修大学北上高 1小田島裕一

上関 智鼎

小日島法雄

恵一
博

富雄 3

和義 3

英雄 3

康行 3

鬼柳 孝夫 3

渡辺信一郎 3

久保田友義 3

高島 正幸 3 佐藤 和男 2

岩 1水 沢 商 業

手 1花 巻 農 蒙

盛 岡 第 一 高 1高橋 忠郎

日本大学山形高 1結榎 喜一
1鈴木 健二
1渡辺 洋三

山 形 市 商 業 1矢野 松雄

1新 庄 」ヒ 高 |五十嵐隆二

仙台育英学園高

仙 台 商 高 佐々木 昇

中村 義一〇 伊藤

岡崎  孝 2 伊藤

則久 3 武田 憲-3

博 2

「
沼沢 利一⑤

山

　

形

1鈴木 口夫 2

11新関忠太郎 3
|

21千葉 義秋 3 真室 順-3

宮 域 工 業 TiFn:883 fn*
市‖I  清② 千葉

寺崎 正喜3

江一利 2

三井 正春O 須藤 繁雄O 松田

井伊 恵治2 矢仲 栄-2 千葉

議o 小平 秀樹 3 三浦 正彦③

幸慈 2 我妻 一郎②

宮

　

　

城

福

島8

-35-

北

海

道
南

4

上_コ

高橋 貞男
自岩 良治
鈴木  昇

博0 田中 孝雄③

実 2

7

コー チ

会 津 工 業 斎藤
須藤



県名 学 校 名 監督、コーチ及
マ～ 力 名

土 浦 第 一 高

江 戸 崎 高

人 員 選 手 名 r氏名の算用数字は学年、｀
学年に○印は個人戦 ′

田口 建雄O 富田

福田 一夫O 栗山

恭平③ 郡司 泰彦 3 春原

武0

修 3

茨
城

10

絹川1  寧
松本 弘充

同水

栃

1r l.i ,|l
|

|

11 群
馬

桐 生 市 高 西巻
江森
藍原

育夫
隆

敏雄

驚出喜
i二)

12 埼
玉

13 東

示

聖 学 院 高 曽我 英吉
美川l 雅寛
高瀬 徹夫

成田 恒二〇

小野 幸輝 1

熊木 和彦 3

瀬戸

川上

鈴木

孝O 武岡秀之進 2 杉崎 善行 1

猛 1

和良 3
14

神

川

関東学院六浦高

秩 須 賀 高

二見 正
武岡 和
佐藤美恵

男
男
子

風巻 義章

15 千

葉

木 更 津 高 内藤  武

16

山

梨

甲 府 商 業

第 一 商 業

甲 府 工 商

田村  博
岡崎 恵三
福岡 春雄

横森  孝

二塚 謙三

17

静

岡

吉 原 工 業

富 士 官 北 高

富  士  高

■田  |は
松本 好]

佐野 佳久

中島 鎮也

愛
知

名古屋電気工業 勝野  宏
永田 発澄
中野 正紀

辻

水谷

徹③

峰夫 2

長屋 敏明① 野村

田中伸二 2 西西野

博克② 浅井 知正②

恵三 2

尾関美智則◎

樋口 光男 2

堀  幸矩 3

浅野

堀

杉山

尚吾③ 森

真満 1 森内

修 3

史郎 3 大月 哲郎 3

修 119

岐 阜 東 高
岐

阜 岐 阜 工 業

野村
野原
伊藤

安田

博
修

裕一

重雄

7

2

ｒ
・

ヽ

,|

村田

森田

根本

俊夫O
昇 2

憲晴 3

三富

川上

井上

美晴O
喜久 2

勇-3

津村

吉成

正次 3 船生 幸-3

昭 2

宏③ 川俣

真-2
正O佐賀野英二〇

木村 英男 3

田山

■島

健司O
f申 2

大川

石井

萩原

福島

秀春O

功 3

鶴間

木田

博③

芳秋 3

自石  操O 奈良 一雄0

原 幸守 2

石戸

赤星

西野

新田

治雄〇

英夫 2

木橋

宮川

純③稔⑤ 清水

秀樹 2

康雄③

三樹 2

近藤

片岡

繁③ 山本  新O 塚瀬 邦雄③ 近藤 干東0

英二 3

三上

原田

襄田

川手

勇0

実 2

好則 3

重幸 3

孝雄O

芳男 3
~E治

3

初彦 3

藤原

橘田

一男 3

辰也 2

岩下

依田

笠井

角田

沼  稔 3

一雄② 斎藤 秀雄 2

宣夫 2

憲-3 佐野

和義 3

功平野

島田

金森

渡辺

影山

岡崎

大男③

義和 3

平田 益生 3

―‐36-

富田基和平

坂本 幸三

|          [

1宇 都 富 工 業
|

|     |
|     |

|

小 松 原 高

18

|



V

V

監
学 校 名

監督、コーチ
及マネーン名 人員 氏名の算用数字は学年

学年に○印は個人戦

20

重

宇 治 田 高

四 日 市 工 業

伊 勢 工 業

西田
伊村

正弘
隆

安田 忠矩

水谷 貞夫

野村

′」ヽ本ト

有竹

磯部

高義0
孝雄 2

正雄 3

善男 3

太田 喜博0
大野三十男 2

中村

山口

典生 2 上回 芳正 2

和男 1

J本 卓男3

21

長

　

野

諏 訪 清 陵 高

伊 郡 」ヒ 高

松 本 深 志 高

吉沢 敏武
河野 末光

百瀬 健司

小林 完雄

7

2

1

酒井

倉田

池上

伊藤

和幸0
文秋 2

善文 3

隆 3

宮坂

河野

松尾

文彦③

末光 2

芳親 3

三井

小池

清嗣 3 小日

和昭 2

忠元 2

22
新

湯

北 越 商 業

新 潟 商 業

富腰 孝志

震護 鯨要

阿部  牟

児島

北村

本間

昇○

守雄 2

順次 2

中島 篤行③

片山利喜夫 2

山田 勝秋③ 平山 三域②

中林 照雄 2

23
富

山

富 山 商 業

高 岡 商 業

不破
川上
水落

善光
江尻

裕
洋一
清志

7

弘
兼三

栂野尾昌-0

井上 憲明 3

折橋 光勝③

小坂 信夫 2

寺前

山本

定塚

米納

信之③

隆司 3

幸一〇

隆雄 2

中坪 邦雄 3 寺島  清 3

牛島 秀雄 2

関  久幸 3 関村 順治 2

今泉  勉 2

津 幡 局 岩佐
紺谷
梅田

健一
武敏
政勝

石

24

川 羽 局 小野 清治 1

2金 沢 市 工 業 河原山晴夫

洞庭  均 3

木村 秋雄 3

中村 貞男 3

音  英吉 2

寺内 一郎③

梶谷外喜夫 2

島田

平田

康行③ 鈴木 時秀O
義幸 2

榊原 吉雄 2

25

教  賀  高
福

井
大

武

野

生

高

高

松本
原
新谷

千葉

関

一夫
紀征
直俊

洋子

巌

坪内

小林

橋本

杉本

茂雄 3

豊-2

幸男 3

準 3

大沢

寺崎

住若

正義〇

和美 2

洋行 3

池田

木津

淳一③ 竹鼻

章 2

繁O

26

滋

　

賀

長 浜 商 工

草  津  高

能 登 川1 高

堀江  泉
明石 祐二

辻  正夫

国領 迪則

吉原 和夫O
清水佳二郎 2

F5田   :貢 3

田中 英明 3

伊藤 一夫②

広田 良二 2

平尾 広人 1

斎藤 志郎 2 清水 満夫 2

明石 祐二 3

27
和
歌
山

新  富  高

向  陽  高

渡辺 靖雄

上山陽一郎

竹原  茂③ 森

宇井 恒雄 2 太田

太田 正弘3 ■西

隆o
実 2

和守 3

勇2 植

清隆 2

山口

野沢

芳雄 2
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監督コーチ及
マネージヤ‐名

人員

年学
戦

は
人

字
個

数
は

用
印

算
○

の
に

略
響

)選  手  名県名 学 校 名

"

奈

　

　

良

口
木
西

川

井

谷
川
中

大

一岩

章
司
程

雄

治

隼

　

昭

由

天  理  高

奈 良 商 業

正  強  高

藤本 悦三 3

榎六二三照 3 山本 武雄 2

小林 1誠-1
村田 保幸 3

植田  寛 1

山中 安司 2

俊tO
公一①

義明 3

憲-2

真壁

滝野

松前

河村

博o 山本 和夫 3

勝 2

永井

渡部

水間 昭彦O
鈴木 孝治2

西川

本田

米沢

村田

俊-3

昭治 3

養三 3

真三 3

高  津  高

市

佐

高

業

岡

野 工

男
優
生

亮
　
一

光
　
博

一旦

研

山
谷
本

見

奥
池
藤

高

岸

桂 ′ら 横山 昭永

京

　

　

都

大

　

　

阪

井上  憲

松永 玄浩

伏 見 工

洛  北

31

一コ

兵

庫

′¬

神

　

　

神 商  業

南   高備

倉

岡

　

山

敷 工 業

山田 湯造」ヒ 川1 工 業広
島

高

業

高

西
　
工
　
東

師黙
　
士
口
　
士
一

島

倉

倉

鳥

取

三浦 捷治

窪田  恵

泉川1 嘉輝

小松 昭夫

文

弘
博

村
洲

西
長

良昭
大

地 下
長島
六車

高 松 商 業

エ

高

山

口

37
高

高

香

川

松

江 」ヒ 高

柳 井 商

山  Iコ

香

高

島高

柴峠

層林

奥

本多

平田

悟郎0

隆± 2

岡13

芳道 3

杉六 良洋③

六津丼正-1

武部  博 3

勝重 2 柳川1 芳男 2

輝明 1

ド

司
治

恭
哲

前
木

大
三

幸山

小沐

小松

勉③

隆典 2

寛 3

丸井 広道0

野並 俊治 2

藤田和三郎 3

大道  昇3 藤原 慎二 3

後藤 高治 2

羽賀田 博 3
吉持 節夫

一
郎
徹

吾

福
芳

　

健

木
代
家

原

三
万
氏

小

西村 一夫 4

張原 道文 3

佐々木政志 3

上野 輝治 4

芳上 一男 3

平松  徹 3

芳和4 小硲 充弘 3

健二 3

和明 3 松永 教平 3

中野

田中

六藤

7

4

2

7

塚木 IE三o 小林 秀樹〇

井本富費雄o 松葉 靖宏③

牟有o ド垣内淳美O

定雄 2

谷中

古川

′」ヽ林P'一良6

桜井 哲照

山本 拓男

幸春 3

匠 3

和夫 3

自井

横山

中林

山県勇太郎 3 山中 寿史3 田村 憲‐Э

植田 良寛 3

小倉 宏範 3

佐々木 朗O

安達 真也 3

忠夫③ 石川1 好夫③ 宮崎 博志③ 西本 和之 3

健治 3

和田守賢三〇 斎藤 春歯〇

山田  尭 3

大石 邦夫 3 井沢 高行 3

川津  晃①

福村

岩崎

秀夫⑤

和彦 3

河添

松 下

田中 敏行 3

石井 健-3

西崎としひろ 2

福井 湧治 3

西辻 和一②

小田 忠庸①
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日 和 佐 高 木
木

仁
富

薇

鳥40

41

43

4

福

　

岡

吾
道
子

美

邦

ＩＥ
洋

武

原
村
間

木

三
今
因

平大 牟 田 北 高

明  善  高

日 田 林 工
大

分

鹿

児
島

申 木 野 高

高

局

′|1  内

鹿 児 島

選  手  名 `氏
名の算｀

学年に○
学年

|ま

高

知
38

業

高

高

1知子

`
39

媛
今治

県名.学 校 名

高 知 商 業

松 `1, 東 高

松 山 商

松 山 南

人

高 知 小 津 高

■川 謄清 片岡 純一〇 野村 幸正O
猪野 博美 3 野田 純男 3

岡木 俊-3

深瀬 満雄〇 井野 辻勝O
日吉 郁雄 3

艦督 .コーチ及
マネーシャー名

石九
野本
宮内

竹内

山内

寺田

良男
学

博孝

峯男

理史

英夫

弘0 津福真佐幸0 梅原 英二 3 笠  真暢 2

宗丈 2

敏松 3 大淵 単-3

大沢  浩 3

星加 展明 3

岡六 純輝 1

川合 理弘 3

奥田

合田

啓介 2 +川 昭

義博 1

清〇

幸泰②

藤田

福永

進O
博文 2

崎山

花六

二郎O 野村 敏明②

広志 2

森田

」ヒ本寸

川ロ

1増井

1和泉

|三好

村上

松下

章三 3

正雄 2

政弘 o

孝蔵 3

信雅 3

之
弥
行

知
卓
忠

早

浦

高

高

7

長

　

　

崎 1

2

諌

襲 奥村 隆之

長 崎 東 高 屋
丸

帯
福
岸

一の間幹夫③

古市 重義 3

平湯 湧-3

山口 敏弘 4

野口 政則3 竹内 健-3

竜野 英雄 2

西木  勝 4

田中

大橋

和弘③

清次 3

今村 圭男 6

一
治
明

喜
修
俊

大野

別府

義一

照

伊藤 俊明O 堀 喜久雄 2 原田 直秀②

石倉 昭雄 2

俊哉O _麟 尾俊広 3 竹之内和夫 3

直 1

博志 2

松本

梶原

一朗〇

啓介②

若松 憲久③

大里 裕幸 1

斎藤 義久 2

新和田 隆○

前苗

井上

熊  本  高

熊木商大付属高

菊  池  高

熊

　
　
　

本

川木 義英

本郷1 節生

喜多村良一

賢

孝
工藤
松本

坂口

■村

藤田

矢 作

鵜戸

隆失○

詠三 2

敏夫③

勉 2

達男 3

用上

恒成

芳田

田■

高浜

邦彰③

寿-2

司③

五造 2

道雄 2

鬼頭

藤山

歳島

江ロ

英二 3 林  真史 2

克己 2

広久⑤ 蒲池 良三〇

秀美 2
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ビガリ
■日 、

日

■′

●無奥・持続性の新型活性 ビタ ミン剤

■■
■■■

■■
疲労・ 神経 痛・ リウマチ・ 便秘・ 疲 れ 日・ 夜 尿

症・ 難聴・ 心臓病 などに

5 mg錠 ・ 25mg錠 ・ 50mgl錠  ・ 10倍散 ・ 1001音 散

今年 も張 り切 る長 島選 手……その長 島選 手に とつ

ては、何 よ りも “カラダが資本"′ ……私達 も同

様 に、カラダが第一 です。 ビオタ ミンは疲れ をと

るだけでな く、積極的に体 力を強め、その他 に も

神経痛・ リウマチ・疲 れ日・便秘 な どに広 い効 き

日があ ります。ニオイや胃腸障害 もあ りません。

お店 に見えるお客様 に、ぜ ひ “カラダが資本だ"

と、 ビオタ ミンをおすすめ下 さい。

フレッシュマンは疲れやすヽヽ /

この春新 しく職場 に入った方は、

緊張、 ス トレス、不眠から、疲

れがたま り、放 ってお くと、半

年は ど “半健康 "状態が続 くと

いわれています。なにをす るに

も、まず “カラダが資本“′ 疲

れをとり、体力をつくる くビオ

タミン〉をおすすめ下 さい。 _

札 幌 、仙 台、東京 、名 古 屋 、大 阪 、広 島 、高松 、福 岡

新 潟 、横 浜 、静 間 、全 沢 、北 九 州 、長 崎 、熊 本
SANKY

贅

- 40-
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選  手  名  簿 (女 子 )

秋

　

田

敬 愛 学 □

秋 田 南 高

羽  後  高

翻司自百合学園

盛 岡 市 立 高
黒 沢 尻 南 高

工藤 洋子②
高田 典子 1

富橋美栄子 3

小笠原純子 3

今野 洋子 3

鎌田 光子② 秩父
大友 洋子 1 菊池

坂本真知子 3 石黒

相場 裕子 3 佐藤

鎌田恵美子②

伊藤 澄子 3

監警

豊日l

堀 口

田 ロ

礼子②
信子 1

明美 3

京子 3

隆

富

行

子

裕

安

千
孝

圭

坂

藤

江
黒

上

脇

加

今

石

井

雄

子

吉

克

真
庸

一
子
子

紘
道
礼

部
部
橋

Ｅ
阿
高

岩

手

宮
　
城

山本キヌエ〇
藤村 洋子 1

佐藤 葉子 3

斎藤真喜子 3

藤沢 一子③ 菊池 篤子 2 谷藤 祐子 2

佐藤 洋子 3

6

9

山

形

新 圧 南 高

1山形域北女子高

尚綱 女 学院高

聖和学園吉田高
角 口 女 子 高

1菅野 悦
~E

I小角 信町1

1井上 :チ f

l志鎌  |「 1

7

柿崎三枝子⑥ 遠藤 幹子②
三上 悦子 2 須藤久美子 2

叶内瑠美子

伊藤シゲ子② 小山登茂子②
小林 ユ リェ 2

山崎 孝子○ 松崎セイ子O 鈴木 広子③ 滝沢 圭子③
渡辺 :ツ 子 2 林 美佐子 2 加藤 光枝 2

学 校 名県名 民名の算用数字は学年
学年に○印は個人戦

人員 選  手  名

詣ョ

北海 道 芋室 高

1矢

野 千枝

1札
幌 北 斗 高

青 森 商 高 初子 3

7

背

　
　
森

司
子

雄

雅
麗

安

山
橋
十

奥
高
五

内
上
差

海

野

山
三
徳

鳴

大

之

一子

皓
政
美

健 二

嵐

津村 晴美③ 藤森 元予③
上谷千津子 2 太田 豊子 2

木下 弘美③ 巣守 準子③
池戸志寿子 2

道
南

北
海

弘  前
八 戸

高
東 高

福田由美子③ 川村 民代③
厚母  恵 2 清永 敏子 2

三上 悦子O 奥崎 広技 3

竹森 悦子 1 須藤 節子 1

■川1 光子 3 吉田 正子 3

米内 久子 3 関川 照子 3

相馬 鈴子③ 吉田 伯子③
斎藤まり子 2

平出 紀子 3 堤

高橋千恵子 1

敏 男

磐 城 女 子 高 辺
中

渡

田
茂
司日

日

10

佐川1 悦子③ 石塚 利江 3

美留町美子2

吉田サ ト子O 大関 洋子③
前沢 久子 2

藤井 恭子③
植田美枝子 3

池沢 町子 3

上野 明美O
上野 京子 3

市村 けい0
小林恵美子 3

森田よし子 3

石崎喜代子0
太田 節子 2

11

埼

玉

茨

木

群

　

馬

石 岡 第 二 高

大 成 女 子 高

桐 柱 女 子 高

桐 生市立 商 業
前橋市立女子高

川 口 女 子 高 五十里光秋
大和 隆幸
鈴木 豊子

川 越 女 子 高 柿  沼清

真 岡 女 子 高 稔男
昭子
啓子

井
本
田

遠
松
吉

富田基和平
飯田 武子
岩瀬 きみ

生田目洋子

戸塚
角田
大沼

安井
月ヽ栗

12

13

ぼ
＾

・■

園
　
高
高

学
　
堂

南

徳
　
階

淑

　
二
南

麗子 3

押見

寺内

局東

小林 静江 3 松本 光子③
星野美恵子 1

寺内
千葉

広子0
裕子0

板橋

森

啓子3 我妻よしえ③
桂子 3

河野

宮川

節子 3

明子 3

石川みよ子 3

杉浦 真弓 2

山藤 芳枝 3

水野小夜子 1

稲岡
橋爪
岡村

吉岡

祐吉
英男
建

井上 京子③
飯塚 茂子 1

五十嵐恵子 3

黒崎田鶴子 3

尾熊 文子 3

遠山喜代美 3

恵子 3

正子 1

了順

長島 礼子 3

西壇 法子 3

伊藤すみ江 3

斎藤久仁子 3

岡田 仁子
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小原 敏子③ 加藤 幸子 3 氏家 礼子③ 沼倉美恵子①
三浦 洋子 3 高橋 礼子3 井上久美子 2

五の井美知子 3 木村 あさ 3

佐藤せい子 3

3

馨
子
子

之

明

迪
改

正

宜



人員
r氏名の算用数字は学年ヽ
学ヽ年に○印は個人戦 ノ選  手  名県名 学 校 名

及
名一

一
コ

ン̈

ヽ

¨
鯖
一

博

良子

正男

杉田

杉田

二見

信子O
昭子 3

雅子 2

安藤 定枝 3

牧石 公子③

長瀬 恵子 2

井上 政子 3 細野 豊恵 3

和田 淳子O細 谷

井
神
奈
川

伊 勢 原 高

関東学院六浦高

14

池田あや子③

山口 絹枝②

江野沢美知子③ 斎藤のり子②

鈴木 幸子 2
滝

河辺

松崎

一郎

享

正子

千
葉

木 更 津 東 高
S

雄
登
子

男

義

竹

鉄

田
中
波

藤

寺
田
岩

内

16

山 梨 英 和 高

甲 府 第 二 高

山

梨

17
静

岡

愛

知

忠雨宮吉  原  高
栗田 俊行 |
小長谷香代子

各務 通則

梶浦てる子18

堀
虫賀
大野

谷

隆子
雅子
房子

亮

19

岐

阜

富 田 女 子 高

大 垣 農 業

20
二
　

重

障
Ш障
陣
」

衛
態
子

弘
つ
正

川
　
み

谷
田
田

田宇 治 山 田 高

■|

一局亀

21
高

高

葉

ヨ
ニ
乏

訪

野

諏

長

野

田

天

和
4

ae 12

阿部 一佳
堀川栄美子

永井  司

22
新

潟

新 潟 青 陵 高

新 潟 中 央 高

藤  花  高

津  幡  高
七  尾  高

富
一
山

野

山

高

高

商 業

義賢

石

武  生  高

川

福

井 大

勝

高 岡 女 子 高

弘
治
史

寛
孝

関   巌

玉村ふじ子

千葉 洋子

二宮 久子

善光
桶沢
塚原

奥野

自

子

男

志

昌

武

武

万

野

井

本

北

堀

中
山

25

ふさ子花房
岩崎 宏

郎

泉

正

一中村

堀江

滋

賀

彦 根 西 高

長 浜 商 工

26

佐藤  膊

新崎 悦子

渡辺 靖雄

和
歌
山

耐

　

新

久  高

宮   高

27

福島 裕人

茶谷百含子

大川1 昭雄
28

本
不
艮

帝 塚 山 高

天  理  高

新井真知子③

高山 京子 2

内藤 敏子 3

加藤 裕子③

北瀬恵美子 3

高橋 葉子◎

江谷 則子 1

川本美代子 3

そ訓 |

宮原

山田

朋子O
幸子 2

節子 3

古屋

療巻

秀子 3 越石 雅子 3

優子 2

久保田千重子○ 鈴木智恵子③鈴木

池野婦紀子③ 風岡 敏子2 木内
清江○
俊子 2

各務いつ子O
石黒 恵子 3

磯部 桂子③

田口美代子 2

棟田 初美 2

守屋 宏子0

稲葉 良子③

高橋 孝子 1

高田百合子 3

則子 2 石原やす子 2

幸子 1

大田

藤井

渡瀬 慶子 3

路 啓子 2

‖西 淑子 3 岡島 悦子3 ■世古街子 3 山田 吟子 2

高木とし子③
■沢 桂子 3

小河原三代子③ 小池 賜子 3

宮沢 深雪 3

小池さき子 3

悦子② 相沢マチ子 1

泰子 1

岡安たか子 3

朝熊 明美 2
大井 正子 3 沢村 良子 3

松本登美子 2

日下
近藤

熊木
紺谷

和子③ 早瀬富美子③

光代 1

小池美代子③
雪井 洋子 1

渋谷 文代 3

木間恵美子②
金子美和子 1

′」ヽ柳 姫子 3

佐伯まき子③

深沢むつ子 2

山田 路子 3

松井 治美0
棚田 寿子 2

左尾 一美③

滝 佐智子 3

西村 央子 3

藤井千鶴子 3

山田千鶴子o
野原 絹江 3

大輸 恵子 3

米村 洋子 3

」ヒ 多嘉子 3

坂田他美子 2

宮崎 重子 3

昭子 3 福田三四子③

幸枝 2

暁美 3 小竹 裕子 3

久代 2

中谷

南

ケ

浜本

宮本

金水

俊子③

利美 2

弘子 3

布川

山田

福永みよ子0
日比 俊子 3

梅本 悦子 3

川瀬 里美O
生駒 悦子 2

山本登喜子 3

柏原 正江O
増田 致子 3

上野よし子 3

三上覚津美O
杉浦 典子 2

高山千栄子 3

岩上 宮子O
中井  都 2

禿 登美子 2 原田 朝子 2

辻田 京子 1

川口 景子O 坂ロスマ子⑤

崎山美智子 2

三上

北村

高木

芳子◎ 増田 慶子 3 吉田いつ子 2

仁美 I

明子 2

- 42-

1高
蔵女子商 業

|

一志 |長
野
~¬
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県名 学 校 名
監督、}チ及
マネーンヤ

“
呂人 員 (

氏名の算用数字は学年
学年にO印は個人戦 )選  手  名

京

都

成 安 女 子 高

鶴  折  高

東条 信由
奥村 綱敏
油谷 光枝
坂上 安彦

31

布 施 女 子 高大

阪
30

神 戸 野 田 高神

戸 田
沢

津
宮 紀美子

博

剛
一
生

山下三枝子 2 相坂千鶴子 1

若林 礼子 2

茂雄
善次
順 F

修子③

文子 2
上川 恵子O
沼田真理子①

藤田

元川

志津③
光子 3

啓子 3

石川1 陽子 3 池田 栄子①
光島登志江 1

萩野 真理 3 片桐 澄江 2

基越 淳子 1

松本 直美O 松尾
松本 弘子 3 ■川

星野 良子 3 新田

佐藤
宮本
′lヽ松

本寸上

妙子③

順子 1

近藤 光校O t脇
篠山 和江① 竹橋

岡

山
32

山 陽 女 子 高 毛利 清志
俊一前

山
田
上

倉 吉 西 高 網本 武夫

鳥 取 西 高 小林胎一郎

原 美都里3 朝原

浦口 恵子②

倉光ゆう子③ 早田美和子③
中村 敬子 2

山下恵美子 2

宅

木
二
湯

文 3

博江②

石田 裕子0
景山美登里 3

山根美津子 3

之

島 1松

根 |

江市立女子高
1森鮨

哲也
幸子
洋子

2

7

4

川島 昭子 3 常松すみ子 3 高橋 邦江 3 糸原シゲ子 3

浅野 恵子 3 山本美智江 3 武部 保江 3

内田 淑子 3 松浦みや子 3 金氏るり子 3 福井利志子 3

1秋田

松 江 商 業 1小林  茂

徳  山  高
山 |

口 |ド 関 南 高

米国 幸治
片山 健助
久永 満子
■西 禎二

藤井 光代③
大空登志子 2

木下美津子 3
||| 局 御園生敏雄

善 通 寺 第一 高 1穐山 正雄
明 子

高知 丸の

啓子

二郎

1大崎 里子
中  村  高 1森太  宏

圭_1生■ _二_」型勝軍1堕璧≡

子 3

山本 真江0
土井 冶子 2

細川1 泰子③

岡部ラサ子 2
加藤

自川

入江

山角

秀子 3

房子 2
清本 幸子 3

豊子③ 定野 藤子〇

陽子 2

高松

橋未
洋子③

君子 2
35

香
川

局
知

|

1 岡部 博子 3

和田 暁子 3

■原 京子 3

村田真智子 3

久保 真理0
馬取くに子 2

樽宮 巧校 3

近藤 目子 2

仙石美枝子 3 麻田 綾子③

川村富美恵 2

愛

媛

松 山 商 業 竹内 峯 男 6T藤田良子 3

秀子 2

知子 3

三好美枝子〇 野間三恵子③ 御手洗 玲子 3

宇野スガ子 2

永井 栄子 3

1率率

21佐藤一局南

商

山

司

松

高
　
　
高東

寺田

祖
上
藤

高
淵
近

正

太
口
田

屋

西
山
吉

帯

＋
―
―
―
―

一
業

英夫

員
紀
子

正
英
英

慈雅

一
博

知

筒井百合子③

東  敏子 2
幸子0
庸子 2

古賀

岡太
山下 富子⑥ 富永 豊子③
小笠原悦子239 福

岡

41

42
鹿
児
島

長

崎

活

　

　

長

林  芳子O
本渡真木子 2

はるみ②
山崎あけみ 2

山口 雅子 3

鮫島 節子 1柿木

藤木 恵子 2

崎

昭 和 女 子 高

層  越  高

横尾賀寿子16
|

田丸 俊也 12
大野 義一

夏越 一郎

立花 淑子③

蒲池小夜子②
小笠原伸子 2

引地美千子 3

大
分
・

安j醐陽子③ 坂本 トヨ子 3 石井つや子 2

赤尾 幸子 2

萩 フザ子 1

―~~―~十~

川  内  高 浜田美穂子③ 福山大喜子②

萩尾 和子 2 桑波田恵子 2
吉満 恵子 2 浜田みさえ 2

大坪美智子 2171

4沖
縄
一
熊
本

引
「
「
川
「
―

４

　

一
　

４

那 覇 商 業 仲村 寛市

薦貝木信愛女学院 直治 |

正江 |

天久 英子 3 松崎 多恵 2 福水 晴美 3 玉那覇美恵子 3
玉那覇美恵子 3

南

新本

今村

後藤

佐藤 安美O
有働美知子 3

松田つな子②

後藤 和子 2

瀬上 民子O
古閑 カズヨ3

内野美保子②
西  成子 2

■島久美子③

竹下 隆子②

粟津

太田

猿渡九 州女学 院 高 敏男
和子

-43-

茂美 3

澄子〇

倫子②

331鳥
1取

_■__

~丙
藤子恵:子そ,

西谷 典子③

――+――

29



会 場 見 取 図

ヤ

第一会場  (九 州女学院体育館 ) ヽ

■
ヽ

ヽ
校 F]

」

]

o-E+r 7 i*+ffi

第二会場  (熊本女子大体育館 )
校門

/― `―

コー ト

コー ト

コー ト

10 コー ト

玄

関

_ヽ′

出入口

o---E#r, fl+E

医務室出
入
口

シヤ ワー

更
衣
室

コー ト

コー ト

コー ト

コー ト

コー ト

コー ト

0κ
｀

い

|

■
― ― ― ― ― ‐

選手控室
更衣室
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裏
F]

第二会場  (第一高等学校体育館 )

_ヽ′

″

‐
１

，
‐
，
‐
，
‘
‐

‐
，
Ｊ

0 シヤワー 役員席下

WC
三階選手席

―

ｌ
ｏ
ｌ

ν

ヽ_″

第四会場  (尚綱学園体育館 )

玄 関

二階選手席

裏

門

更衣室

玄閲

16 コー ト

14 コー ト

12 コー ト

15 コー ト

13 コー ト

11 コー ト

更衣室

役

員

席

19 コー ト

17 コー ト

20 コー ト

18 コー ト

′ ―‐
`__‐ ―
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栄 光 の あ と (団体戦の部)

´
　
　
一

第 41111 1,,53

第 511:I 1`,54

l11 形 11,

金 ,lι  ll,

‖1 戸 |lj

仙 台 )ト

移ヽ  ,「   ,li

,7 ,1サ   ||,

関東学眈六浦高

ri松 女 子 高

聖 学 院 |

善 通 ■ 一 高

1,('||||

1:71111

11,55

11,;{l

●   `

り」 子

女 子

1女 子

善 通 十 一 高

子 41 山 形 市 ″商高

尚 細 女 学 E′

`

松 ‖: 商 高 「1  71  高

||1陽 女 子 高

松 河1 商 高

111    71    1「 .

聖 学 院 高
第 81口 |

1,`)|||| 11)58

4() 善 通

善

i卜  縣  高

口I 陽 女 高

広 1条 高

111  高

新  潟  高

t「 一 高 1故 愛 学 閾 高 1前 橋 市 立女高

|リ」 ]1 |11 1形  lf, III

普 通 十 一 高

山

尚 細 女 学 院

敬 愛 学 園 高

茨  木  高り」 子
γ
'101口

l 195f) 会津

'1松

市
形 市立商高 1帯

翌_l il高上生
子女

43 山 形 市 I商高 識 ′,7緑 ヶ li高 ‖1 戸 商

1女 子 43 善 通 ヽ 一 高

新 潟 )5高

「

~~~~

421聖 学 F′;高

敬 受 学 園 高 1高 岡 女 子 高

男 42子

子

横 ′
'(緑

,fi高 松 ,I 商 高

新 りli lお  高
――十

」些生型叫■■萱:三

女 42 敬 愛 学 日 高

1女 4〔′ |

男 子 1441新 潟 商 ・、

| ,, +l 45 I Hiii:i/i f- r il,r'i

真 岡 女 高

|li 商 高 帯 広 1条 高

||,高 1城 北 女 子 高

l男 子 |

,'i'131,'l : I,r(i, I ri 1,,,1 ,lr i

γら141111  1 1963 イ1, |11 1ト

高 岡 女 子 高 |,1(■ 'ン ロ 高 1新潟中 :た 女子::も

~~T~~~~~~
1 

…
_

上生
和i

男 子 |“
~~1~~

1富 山 商 高
.新

潟 商 高 秋田 経 大付 高

461敬 愛 学 園  布 施 女 子 高女  子

3 位

1950

女 子

男 子

,り 1回

I[l�l 'ヤ |;:l ll11 1lL,■

"L
参加数

金 沢 泉 ケ丘高

新 潟 中 央 高

42 関 東 学
'′`高γj 21‖

|

“
北  海  高

札 幌 東 高女  子 16
善 通 |・ ||,1952第 31111

2 位

子

一■ 63

|ム  ,11  11i

幌 1,
札 幌 南 高

二 水 高

本L 幌 |‖ 高

1951 本L

りj

金 沢 泉 ケ 丘高り」

金 沢 泉 ケ 丘高

善 通 ∫F~高

金

緑 ケ 11 高

札 幌 星 園 1ヽ 安 積 高

聖 学 院 高

女  子

関

"〔

学 院 高

′ll    ri    rI

9; 子

女  子

65

“

」し   ,毎   i有

尚 細 女 学 院

6f) 金 沢 二 水 高ソリ

ム
一
「 71

山形 lli立 商高

39 尚 細 女 学 院 善 通 li一 高

男 子

女  子

‖1

金 沢 二 水 高

,て

38

松 江 商 高

聖 学 院 高

||1 陽 女 高

||う 若 松 女 子 高

4()

第 15回 1964 1京 都
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善 通 寺 一 高

1   位 |

関1二 院」

|
;tL fl lli ,t'ji lfF ffi ir'I

」

ト
サ

――+―
―

――■―――

■
~~~~~寸~~~~「 ~~~

■一一+

―+――

二■__
女 子 10

―+― ―

「

―

I
44|

1

トーーー

「
「

~
・ 11

] ′〕

第11回  11(IЮ I矢 留 米 市

~~1-―
―

¬
―

―

―

第12回
11虹 1弘 "1市

■



(*ztqfirra**r r) X )L D fr, & (個 人戦の部)

第 単

単

男

女

79

78

(山形商)板垣隆房

(善一高)敏井キヌエ

(聖学院)吉野・福永

(善―高)横井・ 井上

(松江商)星野・小田

(善一高)山 下・大西

市

男 穫

女 複

78

78

筆
�

，
　

】
―‐

単

単

´

ヽ
　

一

々

´

一

男

一
男

男

女

ト

ー

ー

ー

|

―+

一■
―
― (六 浦)小富好雄

(善一高)田 島外茂子

(六 浦)小宮・落合

(善一高)日島・山下

(山形南)板垣 。金森

(金城高)川・山崎

(緑 ケ丘)岡崎恵
=

(善―高)蔵本文子

(関東学院)中村 智

(北陸学院)長田悠喜子
8

「 ||

第

10

r「
ll

13 1 1962

l,i

第 |

|

1411"3

回 |

会沖汚松市

′工

８１

一
∞

７９

“
　
“

二 L

第

¨
ロ新 ″.:

被

複

男

女

単

単

男

女

裡

複

男

女

諷

・　
】
ト

複

複

枚

枚

男

々

単

単

男

女

複

複

男

女

第

9(n

弘

Ｐ
Ｌ
男

女

“
　
“

“
　
“

“

“

一
“

“

(山形商)永井・北村

(善一高)蔵本・ 有本

(緑 ケ丘)岡崎・山本

(高岡女高)橘・酒井

(甲府高)秋 山真男

(富
「

見高)望 野政枝

(新潟商)大 竹・安沢

新庄南)小笠原・渡辺

(理学院)西野一征

(山傷女)高塚淳子

(高松高)稲井 剛

(高岡女高)橘美智子

(新潟商)阿部・ 笠原

(故 愛)高橋・長崎

(新潟商)大 竹紘一

(新庄市)佐 藤弘子

(山形商)森谷・板垣

(敬 愛)人 Fl・ イ
"藤

(線 ケ丘)小島一平

(高岡女)橘 妙子

(富 li高)斎 藤正勝

(高 |“ 女)宅 崎光子

(緑 ′・丘)小島・ 棚橋

(高岡女)室崎 。河村

久 詔 米 市

十
一

”
　
“

第 1男 単

|′′ }薇

前 市 トーーーー ―

―

占 岡 市
(聖学院)西野・須出

(山島女)高塚・重政

(新潟商)本田・荒川

(善一高)松村・多田

男 単

８２
　
“

"
(新潟商)裏田光男 C学院)関 一誠

女  単 ∞ (城北高)高橋と 後藤和子

|

87

“

|
|

(聖学院)中村 安

ζ北 '「高)高森幸子鶴 岡 市■
1男 複

男 複 188
女 複 190

(富山商業)高林・池田

(新潟女子工芸う竹内・石本

(高 岡商高)立野・盛野

(新潟中央高)斑野・渡辺

(理学院)関・中村

(中央高)後藤・茂沢

(岐阜工業)堀 幸雄

(高 岡女子) 恵美子

(奈良商工)森・河村

(真岡女子)植木・大島

(新潟商)星野・裏田 |(新潟商)鈴木・神田

__上
矢 複 新潟女工芸)加藤・石崎|(城北女高)高橋・渡辺~~~―

―¬ ―― ―
― ― ――― ― 一 ―

(奈良商工)森 芳夫 |(高岡商高)盛野博之第

15

回

|

1男 単 88

so 
l(&*BEI6)tla f , i (*Ekfr:)fiF,# t.匡 ユ

Ｆ
Ｉ

Ｉ

Fl敏 | 年度 開  催 刃」 | 参‐力〔1地
|

「

i

位 位 {″

(六 浦)′」ヽ富好雄

(山購女)小林桂子

(山形商)板垣・山岸

(山陽女)小林・戸田

(松江商)平野 隆

(面館東)尾関紀子

(松江商)富甲。今付

(金城高)北島・松田

(関東学院)中村・蒔田

(善一高)宮川・野間

(山形商)板 ti曽憲

金域学院)山 崎喜久 F

(富 士高)三浦三作

(芽室高)間宮美紀子

(奈 良商■)森 晃―

(宇治山田)伊村博 F

73

77

札幌工)五味川・堀田

(善―高)蔵本・有本

(茨木高)三井治之

(善 ‐高)福本和子

(緑 ケ丘)M“t,・ 山本

(敬 愛)横山・高橋

(山 形南)船山・永井

〈敬 愛)三森・木村

(高松高)稲井 田l

(善一高)横山満子

(高松高)東条・井上

(善一高)補井・三原

(宇治山田)r'1村 隆

(新庄南)小笠原沼子

(神戸商)近藤利―

(改 愛)高橋奉子

(新潟高)補 島・高見

(吉原高)関・ 内藤

(帯広二条)中村・松浦

(掛川西)高 木・天野

19“ 1京 都 市
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●祝第16回全国高校バドミントン選手権大会 ●
arヽ

６
１
４
５
０
６

俣
深
目
蘇
森
部

水
牛
小
阿
高
矢

テ レ ビ

熊 本 11チヤンネル

人吉 5

ラ ジ オ

熊 本  1."OKC
人 吉  1.o60KC

″

″

″

″

″

″

″

熊粛放遂
熊本市山崎町 30番地 電話代表 53-5151番
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宿  泊 覧  表

″

ヽ日′

ヽ_′

都 道 府 県 名 旅 館 名 住    所 電  話

バ ド ミン トン本部
」ヒ 丸 4ヽ 旅 館

昭 館 草場町 21

秋 田 ′′ 花畑町 80の 8

岩 手 葉  荘 古町 51

富 城 藤 崎 ホ テ ル 北千反畑町

熊 本 県 本 部
形 桜 井 荘 ′′ 桜井町 17

1々1 島 松 玉 旅 館 古町 158

茨 城 東 荘 下通町 4-35示 ′′

埼 玉 ト キ  ワ 荘 船場町下 1-16
朽 木 清 風 驚( 花畑町 35

群 新 ,可 ′′

千 理 楠 風 ′′ 本山町 415

申 示 大 阪 L' ′′ 春「1町駅前通

覚 ′」ヽ 月 本荘町

@ zsrr

04161・ 4162

⑫ 4353

⑫ 19“ ・0218

1143 ・  ～ 4

@ orct . zazo

(`)0322
(1::)3151 ・ ～ 3

7259
梨 研 躍 船場町 0010 ・ 0808

奈  川 さ つ ま 荘 ″  尋争日田1661 0571 ・  ‐‐ 2

綿 昼

藤 江 旅 館

船場町 383

熊本駅前 1101 ・  ～ 2
岐 阜 静  楽  荘 練兵町 74 0149

重 九 家 古町 132

0 4077
2621

野 い そ ご別 館 春日町
おi 潟 つ る ぎ 荘 新屋敷町

富 山 成  天  閣 ″  古町 52
石 川 久 鶴 旅 館 春日町 716 (2) 2781

井 昭  和  閣 古 町 6524
滋 賀 竹 岸 rl..ql 2 - r93

東阿弥陀寺町

6840
全 IN 本 部

縄沖 松_ 乃  井
大 阪・ 島 惣  進  館 ′′ 春 II町 723

兵 庫 福  ノ  井 占町 157の 2 C)る
“良 松 鶴 ″ ニユ榊 160 1468

和  歌  山 憩  別  荘 桜町 7 1181 ・   ～ 3
岡 山 八 王 寺 荘 ′′ 春竹町八王寺 4425
広 島 長 栄 旅 館 熊本駅前通
山 日 栄 1(1 上通町十八銀行右
鳥 取 柳 井 花畑町 ⑫ 0871

島
根

と き わ 旅 館 二本木町 38 __0_p“
泉 水 古町 136

__」蜃2__6741
香 川 竜 泉 古城堀端町 ② 7025

松 専  親  寮 小沢町
:摯 媛 ま ん じ 荘 ″ 光淋寺町 10-3 ⑫ lら 3

局 知 万 作 塩屋町 50 1275

福 岡 松 葉 ″ 塩屋町 0967

4381

1541

長 崎 鹿  乃  子 祇園橋筋

大 火 の国 ホ テル 西水証寺町
鹿  児  島 都  旅  館 古町 167 @ oos

―

`9-

熊本市上通町 14 @ rzlr
38∞

⑫ 12"・ 6～ 0

(菫)1523

稚  仙  荘

σ 0323

静     岡

愛    知

0228 ・ 1454

_Ω.2墜「  _
⑫ 6423

⑫

__ξBL_0580

00569 ~~

⑫

Q9 sus
o5181「=2~

(2)3224
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第 1回 以 来 検 定 合 格

昨年度世界選手権大会並各選手権大会御使用

YMミ セキネツト製作所

埼玉県幸手町助町 (東武日光線 幸手駅下車)

TEL(埼 玉幸手)379

運動具店品切の節は御一報下さい。

,

お
豊

， そ
の

枠

店

店

店

店

街

店

店

店

房

場

前通請̈
府軍代麟

本

駅

下

水

鶴

国

健

八

香

工

熊本市新市街栄通 TDL 53-41“

熊本駅前 TEL 53-1940

熊本市新市衝 TDL 52-99お

熊本市水前寺公園島居瞭 TBL 64-1473

●屋百貨店地階 T,L52-“
"

熊本市出水町日府 TEL“ -73″

熊本市健軍本通かめや内 Tロッ60-3364

八代市中町中央 ビル内 T EL八代 6863

本店店内 TDL 53-4180

熊本市自山町 TDL 64-7514

ケ  松 そ

ば

松

葉

十 自 立 肥 ザ 五

十

四

万

石

陣
　
　
太
　
　
鼓

後  ビ

ハ

夜

田

エ

キ 風 ‖1 山 番 ル
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第 一会場  九州女学院

市電 ①■,饉 子飼薔
“

籠本駅

浄行寺下車 徒歩 12分

′
=ス  熱本電鉄バス

掘
"1 

・・  辛島町

女学院前下車

女学院

f菊池

バ ド ミ ン トン 会 場

第二会場 熊六女子大学

l

子飼

至阿蘇

／

―
′′
僑

熊
本
女
子
大

Ｉ

Ｊ

Ｉ

」
女子大前

市電0居薔 健軍 ‐

0鶏線 体青館前

④番線  ″

辛島町より女子

味嗜天神下車 徒歩

パス 市営 バス オ 2

じようぎ
`,じ: 1 みそてんじん

10分

本 駅

線

熊本県庁

オ 1高 校

ρi~ヽ

第 二会場  第一高 校
至南熊本

尚綱高校

至熊本駅

■熊本駅

第四会場

至健

辛島町

市電 ②番隷ヽ健軍 “ 熱本駅

0■H自 体青館
“

上麟本駅

④番線  “
 

“
  ″

交通局前下車 徒歩 2分

こりつ,き よくまえ

バヽ

衛1■枚

市営 パス

電鉄 バス

の 夕ば

_ヽ′
熊
本
駅

＼
ヽ

ヽ

坪

F
｀
ヽ

市電 e番線

上熊本 ‐ 市体青館

し
わ
や
書
ち

交
通
局

し
'や

まち F車 徒歩 3分
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´

」
口ヽ

`
録

種別・ 番号 学 校 名 選 手 名 (ス コア )選 手 名 学 校 名

-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-
-1-
-2_
-3-
-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3・

-1-
-2-
-3-

-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-

-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-

MEMO
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摯

,+& (^17) lr+ A学 校 名種別・春号

-1-
-2-
-3-

一　
一
一

一
二

-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3
-1-

2-
-3-
―‐1-
-2-
-3-
-1-
-12-
-3-

-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-

MEMO
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=ロロL 録

種別・ 番号 学 校 名 選 手 名 (ス コア )選 手 名 学 校 名

-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-
-1-
-2_
-3_
-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-

一

二

一

二

一

二

二

一

-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-
-1-
-2-
-3-●

ヽ_′
MEMO

-55-

一
　

　

一

＋

―
＋

Ｌ

‐

―十

4

」 __+__

__●_

４
１
１



オ兄 第16回全国高校バドミントン選 手権大会

ゆたかな くらしの

お てつ だ い

・ ヽ

》

利息の最も高い預金のエース

こつこつ幸せ を積む

老後や災害などに備えて

毎月 15日 は ヒゴデーです

月巴イ炎オロ
=正

釜艮イ子

虎 の 子 積 金

-56-

虎 の 子 定 期

虎の子イチワリ貯金
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「循  環

コ ー ス

■■■■■

〆

展望台

上

阿蘇観光ホテル

8月 8日 開館

赤水

至
熊
本

阿蘇
宮 地

九州横断道路

夏のレジヤーは涼風の仙酔峡へ 〃

七つの火口が一日で見える展望台

◎ 展望台まで楽に登れるハンドリフ ト完備

o)九州産業交通株式会社

酔峡

..-.,.......2
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祝 全 高等学校総合体育大会

よ うこ そ

太陽とみどりの国
九州′ その中央
に位する熊木′

世界最大の複式火山
大阿蘇をはじめ、す
ばらしい九州横断道
路、景観の雄大き、
四季の九重は目をみ
はるものがあります

又熊本市内には日本

三名域の随一を誇る

熊木域、清泉つきる
ことない水前寺成趣
園など観光熊本を形
成しています。

太陽 とみど りの国の観光 は

み な さ ま の

メヘ

日
′ヽ

くま もと ′ヽ

で

し
し
い

ス
ヾ

、

′

′

生
ハ４”昴電本

熊本電気鉄道株式会社

別府へ福
岡

ヘ

熊
本
城

阿蘇山
「
／
′
―

´
天
草

鹿
児
島

へ 熊 本 の 観 光 地

菊池癸谷

菊池温泉

グ
0

水前寺公園

申

九

州

検
断
道
路

九重山

ぐ

ｔ

も

と

本
妙
寺

仙
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熊本市黒髪町坪井 1“ 0

TEL(64)4191～ 4、 4251
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鶴 屋 の 優 秀
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ロ ロ

鶴 屋 グ リル
1:時 よ |り 8時30分 まで

広い駐車場完備

皆様のデパー ト

ノ

■″
′

熊本都心

l自IE

●

不
電話代 表 (52)21:l

.    ●

1~li

■■

―」日
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堅実で明るく

明日の繁栄に

共にステップする

ア/
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皆様に親 しまれる

ひまわ リー割貯金

の仔熊の銀行

⌒

⊂)熊本相互銀行
店舗網 熊本・ 福岡 。長崎・ 鹿児島 。各県
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明 る い く ら し | し

花 の 積 金

▲

噛ダ

花の貯金箱

r花の積金にご加入いただいたお客様にさしヽ

あ`げてご好評をいただいております。  ′

ニ
ロ

，

］
　
【　
　
　
　
「

オ
′
１

▲
墨   _

曹

」̀■

0

創立40周年
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V

昭和 40年度全国高等学校総合体育大会

ハンドボール・バドミントン・柔道

各競技選 手 権大会

業 務 案 内

設

卜

設

設

施

ツ

施

施

械

　

　

技

‐

マ
館

‐

器

　

　

競

操

種

育

上

体

各

体

陸

球 技 施 設 用 具
特 殊 体 育 器 具 施 設

遊戯器具・遊園地施設
設 計 製 作 施 設 販 売

日本体育大学長
千 葉大 学 教授
熊 大 助 教 授
県    市

栗
入星
西
体

本

山
岡

育

義 彦先生
喜一郎先生
寅 雄先生

ヽ

―

―

，

―

―

―

ノ

御指導

協 会

有 限 会 社 石 抜 製 作 所
代表取締役 石 抜 定 次

本 社 熊 本 市 浄 行 寺 町 九
振替熊本 2()9"

坪 井 町 七

水 町 室 園
TEL093m

場

場工

工

新

３３

東

清

＾
νｌ

●

―

一］）柿
柿

ＥＴ

熊

熊

石抜の体育器具

日ヽ′

-63-

祝

学校・官庁・幼稚園 御 用



● 熊本大洋 ● 八代大洋

熊本大洋

ノ、

イヽ:

大

:羊

大 洋 の 優 秀
ロ

ロロ

楽 しく豊かな

暮 しのお買物 大洋
熊本く大代表〉52-111:

八代 く代表〉 5111

- 64-

お く り もの に  大 洋 の 商 品 券  熊本・八代両店共通



祝

昭和40年度全国高等学校総合体育大会

ハンドボール oバ ドミントン・ 柔道

各競技選手権大会

若人の体力増強に貢献し
品質改良に日常研究を重ねる

スポーツ用具の総合メーカー

日 本 体

財団法人

勢能体育用品株式会社 西 日 本 支 店
熊本市清水町津ノ浦字中寄三四四ノ八 TⅢi04231

東京本社工場  松  戸  工  場
大 阪 支 店 沼 田 工 場

随 を 誇 る

総合 スポーツ品の店
日本スポ~ツ チエーン店
熊 本 専 門 店 会 の 店
熊本県学校生協指定店

スポーツ品 ハ ヤカヮ

-65-

操 協 会 指 定 工 場
教育設備助成会協力会社

熊本店 熊本市上通町中央
TE電機:堀1

八代店 八代市本町三丁目
TEL 5414
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●日本スポーツ科学界の総力を結集した本邦初の集大成ノ

スポーツ科学講座 全10巻

第一巻絶賛発売中ノ 6月 末日迄

スポーツの心理

スポーツと健康管理
スポーツとキネシオロジー

スポーツマンの体力測定
スポーツの社会学

全巻予約特価 7,000円

特価提供

{“

(a

(3)

(4)

(5,

ヽ_′

_ヽ′

近代 トレーニング

スポーツと体力

運動の生理

スポーツと疲労・ 栄養
スポーツ適性

16リ

(7)

(助

(9)

10

A5判  80頁前後

定価一各巻 750円前後

く目てみる写真と図解シリーズ>

写真と図解による

バ スケ ツ トボ ー ル
A5判・ 350円

写真と図解による

バレーボール6人制

■●:::::;:`:::::::■:■
=1・

:・:・ :・:・:■ :・■■:・ :・:・:・●・:・:キ :・:・:・:■ :・ :・:・:・:・:・ :・:・:■ :・:・;■ ;・ :・:■::::::::■

":::::::,■

::::::::,■ :::::::|■ ●:::::::;:|:::● :::■ ■:・:・:■

写 解による
A5 。 280

A5 。 350

A5半」o480円

バレーボール 9人制
と 解による

陸 上 競 技

大修館書店
東京・神田錦町 3-%
振替 。東京 40504
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昭和40年度全国高校総合体育大会日程一覧
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開 会 式競 技 期 間開  催  地種 目

7月 31日 ～ 8月 3日
日

り
7月 31
(4時 よ

8月 1日 ～ 6日

8月 22日8月 22日 ′-25日

7月 31日
月

月
”
″

日

日

日

日

２

８

8月 1日 ～ 4日

8月 1日 ～ 4日

8月 4日8月 5日 ～ 8日

7月 31日3月  1日 ～ 4日

8月 5日 ～ 9日 8月  5日

8月 4日8月 5日 ～ 7日

8月 5日8月 5日 ～ 7日

8月 3日8月 3日 ～ 8日

7月 31日

′′

8月 1日 ～ 3日

7月 31日 ～ 8月 4日

上陸

2

泳水

5

6

″

大 分 市

軟 式 庭 球

別 府 市

自  転   車

臼 杵 市大 分 県

竹 田 市

日 田 市

パレーボール (男 )

ウエイトリフテイング

14

13

11

12

湯 布 院 町

津 久 見 市

登

漕 艇

1a- >r.//

ソ フ ト ボ ー ル

ボ ク シ ン グ

vat)'r, 佐 伯 市

ホ  ツ  ケ

8月  6日 ～ 8日 8月  5〔 I

7月 31日7月 313～ 8′ 12日

体
崎 県富

′′
弓

村

道

15

16

宮 崎 市

7月 30日 ～ 8月  4日 7月 |ス)日

8月  4118月 5日 ～ 8日

17 1
_一 |―

181
―――H長

卓     球  |

長 崎 市
崎  県

バ スケ ツ トボー ル

8月  4日

―

~~

1 3月 5日 ～ 8日

8月 5日 ～ 8日

′′

鹿 児 島 市

鹿 児 島県 =――一 ―

19 /:v-t:-)v (t)
・
ノコ20 ト

21

２

一　

３

２

．　

２
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′′
柔 道

熊 本 市 18月 2日 ～ 7日 8月  1日

熊 本 県

8月 2日 ～ 4日一

――――――~~~~~~~~~~¬

ン ド ボ ー ル

バ ド ミ ン ト ン

8月 8日佐 賀 県24 剣1 道

硬 式 庭 球

″

10

山

__■

■
___

13月 2日 ～ 7日

佐 賀 市
18月

8日 ～ 9日
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壺 児島

宙 嬌

"本

, Ⅲl,

幅 周

西 日本 最 大の ネ ッ トサ ー ビス

九州 。中国・四□・近幾 ――

この広 い地域 に皆 さまの便 利を

ねが うリスの ニ シギ ンが 101カ

店 、すべ て一本の幹 につなが ってお りま

す。 ご送 金、為替 の取 立 ては テレタイプ

で30秒ら税 金・ 電話料 金 な どの公共料 金

の代 行サー ビスに もつ とめてお ります。

地域経済 の開発 に、中小企業の繁栄 に、

幕 ら しの向 Lに 、 リスの ニ シギ ンをご利

用 くだ さい.

1本の幹から101カ店

西日凛相互銀行
本店 福 岡市片 土居町 41番地の 4 T E L 29 2031

lfく 締 役
'1長

   森    俊  雄
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